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令和 4年度 

青森県立高等学校入学者選抜基本方針 

 

 

青森県立高等学校における入学者の選抜は、この方針によって実施する。 

入学者の選抜は、教育の機会均等の精神にのっとり、公正かつ妥当な方法で、各高等学校

及び学科の特色に応じ、能力・適性、意欲、努力の成果などを様々な観点から評価し、適正

に選抜されるよう実施するものとする。 

 

1 高等学校の通学区域は、県下一円とする。 

 

2 全日制の課程及び定時制の課程の入学者の選抜は、次のとおりとする。 

(1) 出願は、 1人、 1校 1学科（部）に限るものとする。ただし、当該校に設置されてい

る学科間等で第 2志望を認める。 

(2) 選抜は、中学校等の校長から提出される調査書（以下「調査書」という。）、青森県

教育委員会が実施する学力検査の成績、各高等学校で行う面接の結果及び各高等学校が

定める選抜資料等に基づいて、一般選抜と特色化選抜により行うものとする。 

(3) やむを得ない事由によって入学者選抜の学力検査等を受検できなかった者を対象に、

別に定めるところにより、追検査を行うものとする。 

(4) 合格者数が募集人員に満たない学科等において、別に定めるところにより、再募集を

行うものとする。    

 

3  通信制の課程の入学者の選抜は、調査書又は入学出願資格に関する証明書等に基づいて

行い、学力検査は実施しないものとする。 

 

4 青森県教育委員会が実施する学力検査は、次のとおりとする。 

(1) 実施教科は、国語、社会、数学、理科、外国語（英語）の 5教科とする。 

(2) 各教科の学力検査問題は、中学校学習指導要領に示されている基礎的・基本的な内容

とする。 

 

5  選抜に当たっては、各高等学校において入学者選抜委員会を設け、公正に行うものとす

る。 
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令和 4年度青森県立高等学校（全日制の 

課程及び定時制の課程）入学者選抜要項 
 

令和 4年度における青森県立高等学校（以下「県立高等学校」という。）の全日制の課程

又は定時制の課程の第 1学年に入学する者の選抜は、この要項によって実施する。 

 

1 募 集 人 員 

 

各県立高等学校の各課程及び各学科（部）の入学者募集人員は、別に定める。 

 

なお、部とは、定時制の課程における午前部、午後部、夜間部又はⅠ部、Ⅱ部、Ⅲ部を

いう。 

 

2 出 願 資 格 

 

県立高等学校に出願することができる者は、次に掲げる者とする。 

(1) 令和 4年 3月に中学校又はこれに準ずる学校（以下「中学校」という。）を卒業する

見込みの者 

(2) 中学校を卒業した者 

(3) 学校教育法施行規則第95条の各号のいずれかに該当する者 

 

3 出 願 の 制 限 

 

(1) 出願できる県立高等学校は、 1人、 1校 1学科（部）に限るものとする。 

(2) 複数の学科（部）が設置されている学校に出願する場合は、当該校に設置されている

学科（部）の間で第 2志望を認める。 

(3) 青森県立特別支援学校に出願した者は、県立高等学校に出願できない。 

(4) 他都道府県の公立高等学校又は公立特別支援学校に出願した者は、県立高等学校に出

願できない。 

 

4 出 願 の 手 続 

 

(1) 出願書類 

出願に必要な書類は、次のとおりとする。 

ア 2  出願資格(1)、(2)に該当する者  

(ｱ) 入学願書（様式第 1号） 

(ｲ) 調査書（様式第 2号） 

イ 2  出願資格(3)に該当する者 

(ｱ) 入学願書（様式第 1号） 

(ｲ) 入学出願資格に関する証明書 
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(ｳ) 最終在籍学校又は中学校卒業程度認定試験の成績証明書 

(ｴ) 健康診断書（令和 3年 4月 1日以降に検査を受けたもの。） 

(2) 出願用紙の交付 

出願用紙は、次の方法で交付する。 

ア 県内の各中学校の校長は、出願用紙の交付を、次の方法で、申込期間内に、所管教    

育事務所長に申し込む。      

(ｱ) 申込用紙 出願用紙申込書（様式第 4号） 

(ｲ) 送付用封筒 角形 0号（郵便番号記入、宛名明記、切手貼付。） 

(ｳ) 申込期間  令和 3年10月 5日(火)～10月12日(火)（土曜日・日曜日を除く。） 

イ 各教育事務所長は、次の様式により、令和 3年10月18日(月)までに、県教育庁学校

教育課長に、所要枚数を報告する。 

報告用紙 出願用紙所要枚数報告書（様式第 5号） 

ウ 県教育庁学校教育課長は、令和 3年10月22日(金)までに、各教育事務所長に出願用

紙を送付する。 

エ 各教育事務所長は、令和 3年11月 4日(木)までに、各中学校の校長に必要枚数を交

付する。 

(3) 出願手続 

ア  出願者は、「入学願書（様式第 1号）」に所要事項を記入の上、入学者選抜手数料

として次に示す金額の青森県収入証紙を貼り付けて、在学（出身）中学校の校長に提

出する。 

(ｱ) 全日制の課程 2,200円 

(ｲ) 定時制の課程  950円 

イ 各中学校の校長は、次の書類を、この要項の 6 入学願書の受付及び受検票等の交

付(1)に定める受付期間内に、出願先県立高等学校の校長に提出する。 

(ｱ) 入学者選抜出願者一覧表（様式第 3号） 

(ｲ) 入学願書（様式第 1号） 

(ｳ) 調査書（様式第 2号） 

(ｴ) 成績一覧表（様式第 6号） 

(ｵ) 受検票等送付用封筒 角形 0号  

(ｶ) 合否結果等送付用封筒 角形 0号  

（(ｵ)、(ｶ)については原則として簡易書留。郵便番号記入、宛名明記、540円分の

切手貼付。中学校が直接県立高等学校に取りに行く場合は、切手は不要で、あらか

じめ封筒に明記。） 

ウ 視覚障害、聴覚障害、肢体不自由、病弱、発達障害及びその他配慮を必要とする者

等で、学力検査の受検及び入学後の指導に当たって、特に配慮する必要のある者につ

いては、この要項の14ページの 2  特別な配慮が必要な場合の手続により手続をする

こと。 

エ 中学校において、いずれかの学年の欠席日数がおおむね30日以上ある者は、本人の

希望により、次の方法により「自己申告書（様式第 7号）」を提出することができる。 

(ｱ) 「本人記入欄」には、欠席の理由、志望の動機、高校生活への抱負などについて、

本人が記入する。 
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(ｲ) 「保護者記入欄」には、「本人記入欄」の記載内容について、保護者の立場から

補足説明をしたいことがある場合に、保護者が記入する。 

(ｳ) 「自己申告書（様式第 7号）」は、厳封の上、在学（出身）中学校の校長に提出

する。その際、封筒の表に「自己申告書」と書き、出願先県立高等学校名、中学校

名、及び本人氏名を明記する。 

(ｴ) 中学校長は、提出された「自己申告書（様式第 7号）」を入学願書とともに、出 

願先県立高等学校の校長に提出する。 

オ 2  出願資格(3)に該当する者は、出願書類に「受検票等送付用封筒」、「合否結果

等送付用封筒」を添えて、この要項の 6  入学願書の受付及び受検票等の交付(1)に定

める受付期間内に、直接、出願先県立高等学校の校長に提出する。封筒サイズ等は、 

4  出願の手続(3)イ(ｵ)、(ｶ)に準ずる。 

カ いったん出願した者は、この要項の 7  出願先変更の手続による場合以外は、出願

先県立高等学校を変更することはできない。 

 

5 他都道府県等の出願 

 

(1) 隣接県の隣接地域からの出願 

岩手県教育委員会と青森県教育委員会とが相互に協定した「県境隣接地域県立高等学

校入学志願者取扱協定」、及び秋田県教育委員会と青森県教育委員会とが相互に協定し

た「県境隣接地域県立高等学校志願者取扱協定」により、出願先県立高等学校の校長が

処理する。 

(2) 隣接県の隣接地域以外からの出願及びその他の都道府県からの出願 

保護者の転勤、転居等により、志願者が県立高等学校の入学日までに保護者とともに

青森県内に居住することが確実な場合は、次の手続による。 

ア 出願承認申請 

志願者は、次のものを添えて、中学校の校長を通じ令和 4年 1月24日(月)までに、

青森県教育委員会に願い出る。 

(ｱ) 青森県立高等学校出願承認申請書（様式第11号） 

(ｲ) 青森県立高等学校出願承認申請書について（副申）（様式第12号） 

(ｳ) a  保護者の転勤による場合 

保護者の勤務先の所属長が発行する「転勤（見込）証明書」（所属長の職印

を押印したもの。） 

b  その他の事由による場合 

青森県内の市町村長が発行する保護者の「住民票」の写し又は青森県教育委

員会が指示する書類 

(ｴ) 出願承認書等送付用封筒（原則として簡易書留。角形 2号。郵便番号記入、宛名

明記、460円分の切手貼付。必要に応じ、速達料金290円分の切手を追加。） 

イ 出願手続 

志願者は、 4  出願の手続(3)及びこの要項の14 再募集(4)により、所要事項を記

入した入学願書等に、ア 出願承認申請の手続により青森県教育委員会が発行する

「青森県立高等学校出願承認書」を添えて、中学校の校長を通じ出願先県立高等学
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校の校長に提出する。 

 

なお、出願に必要な用紙等は、送付用封筒（角形 2号。郵便番号記入、宛名明記、

210円分の切手貼付。）を添えて、直接青森県教育庁学校教育課宛に請求すること。 

(3) 他都道府県の公立高等学校への出願 

当該都道府県の入学者選抜要項によるので、詳細は当該都道府県教育委員会へ問い合

わせること。 

(4) 海外帰国生徒の出願  

ア 県内在住者の出願 一般出願者と同じ手続による。 

イ 海外在住者の出願 他都道府県からの出願と同じ手続による。 

(5) その他 

東日本大震災等により被災した青森県以外の中学校に在籍する生徒の出願については、

この要項の61ページを参照すること。 

 

なお、詳細については青森県教育庁学校教育課に問い合わせること。 

 

6 入学願書の受付及び受検票等の交付 

 

(1) 全日制の課程及び定時制の課程の入学願書の受付期間は、 

令和 4年 2月15日(火)から 

同  年 2月21日(月)まで 

とし、受付時間は、 9時から16時（最終日は正午）までとする。ただし、土曜日、日曜

日は除くものとする。 

なお、郵送の場合は、受付期間の最終日における受付時間内に到着しなければならな

い。 

また、隣接県の隣接地域以外からの出願及びその他の都道府県等からの出願の場合、

各県立高等学校の校長は、「青森県立高等学校出願承認書」の有無を確認の上、受け付

けること。 

(2) 各県立高等学校の校長は、次の書類を各中学校の校長に交付する。 

ア 受検票   

受検番号を記入し、高等学校長印を押印して、各中学校の校長を通じ出願者に交

付する。 

イ 受検上の注意事項 

 

7 出願先変更の手続 

 

(1) 保護者の転勤、転居等により、入学願書の受付後、出願した県立高等学校の変更を希

望する場合は、次の手続による。 

ア 出願者は、次のものを添えて、中学校の校長を通じ青森県教育委員会に、出願先変

更の承認を願い出る。 

(ｱ) 入学者選抜出願先変更承認願（様式第13号） 
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(ｲ) 「保護者記入欄」には、「本人記入欄」の記載内容について、保護者の立場から

補足説明をしたいことがある場合に、保護者が記入する。 

(ｳ) 「自己申告書（様式第 7号）」は、厳封の上、在学（出身）中学校の校長に提出

する。その際、封筒の表に「自己申告書」と書き、出願先県立高等学校名、中学校

名、及び本人氏名を明記する。 

(ｴ) 中学校長は、提出された「自己申告書（様式第 7号）」を入学願書とともに、出 

願先県立高等学校の校長に提出する。 

オ 2  出願資格(3)に該当する者は、出願書類に「受検票等送付用封筒」、「合否結果

等送付用封筒」を添えて、この要項の 6  入学願書の受付及び受検票等の交付(1)に定

める受付期間内に、直接、出願先県立高等学校の校長に提出する。封筒サイズ等は、 

4  出願の手続(3)イ(ｵ)、(ｶ)に準ずる。 

カ いったん出願した者は、この要項の 7  出願先変更の手続による場合以外は、出願

先県立高等学校を変更することはできない。 

 

5 他都道府県等の出願 

 

(1) 隣接県の隣接地域からの出願 

岩手県教育委員会と青森県教育委員会とが相互に協定した「県境隣接地域県立高等学

校入学志願者取扱協定」、及び秋田県教育委員会と青森県教育委員会とが相互に協定し

た「県境隣接地域県立高等学校志願者取扱協定」により、出願先県立高等学校の校長が

処理する。 

(2) 隣接県の隣接地域以外からの出願及びその他の都道府県からの出願 

保護者の転勤、転居等により、志願者が県立高等学校の入学日までに保護者とともに

青森県内に居住することが確実な場合は、次の手続による。 

ア 出願承認申請 

志願者は、次のものを添えて、中学校の校長を通じ令和 4年 1月24日(月)までに、

青森県教育委員会に願い出る。 

(ｱ) 青森県立高等学校出願承認申請書（様式第11号） 

(ｲ) 青森県立高等学校出願承認申請書について（副申）（様式第12号） 

(ｳ) a  保護者の転勤による場合 

保護者の勤務先の所属長が発行する「転勤（見込）証明書」（所属長の職印

を押印したもの。） 

b  その他の事由による場合 

青森県内の市町村長が発行する保護者の「住民票」の写し又は青森県教育委

員会が指示する書類 

(ｴ) 出願承認書等送付用封筒（原則として簡易書留。角形 2号。郵便番号記入、宛名

明記、460円分の切手貼付。必要に応じ、速達料金290円分の切手を追加。） 

イ 出願手続 

志願者は、 4  出願の手続(3)及びこの要項の14 再募集(4)により、所要事項を記

入した入学願書等に、ア 出願承認申請の手続により青森県教育委員会が発行する

「青森県立高等学校出願承認書」を添えて、中学校の校長を通じ出願先県立高等学



―　6　―

 

- 6 - 

(ｲ) 入学者選抜出願先変更承認願について（副申）（様式第14号） 

(ｳ) ａ 保護者の転勤による場合 

保護者の勤務先の所属長が発行する「転勤（見込）証明書」（所属長の職印

を押印したもの。） 

ｂ その他の事由による場合 

青森県内の市町村長が発行する保護者の「住民票」の写し又は青森県教育委

員会が指示する書類 

(ｴ) 初めに出願した県立高等学校の受検票 

(ｵ) 出願先変更承認書送付用封筒（原則として簡易書留・速達。定形。郵便番号記入、

宛名明記、694円分の切手貼付。） 

イ 入学願書等は、4  出願の手続(3)により、青森県教育委員会が発行する「出願先変

更承認書」とともに、中学校の校長を通じ、令和 4年 2月28日(月)までに、変更後の

出願先県立高等学校の校長に提出する。 

(2) 青森県教育委員会は、当該出願者に関わる「出願先変更承認書」の写しを変更後の出

願先県立高等学校の校長に送付するとともに、出願を取り消した県立高等学校の校長に

その旨を通知する。 

(3) 他都道府県等から出願先変更を希望する場合は、7  出願先変更の手続(1)ア、イに準

ずる。 

 

8 調査書の作成 

     

(1) 調査書（様式第 2号）は、原則として、「中学校生徒指導要録」及び「生徒健康診断

票」に基づき、「調査書作成上の注意」に従って作成する。 

(2) 中学校の校長は、校内に調査書作成委員会を構成し、調査書（様式第 2号）の作成に

当たる。 

 

9 成績一覧表の作成 

 

(1) 成績一覧表（様式第 6号）は、次の要領で作成する。 

ア 令和 3年12月末現在で、その学校に在学する第 3学年の生徒全員（長期欠席その他

の理由により、令和 4年 3月卒業の見込みがない者及び特別支援学級在籍者を除く。）

について、第 1学年及び第 2学年における各教科の評定別人員並びに第 3学年12月末

現在における各教科の評定別人員を記入する。 

イ 各教科の評定の方法は、調査書（様式第 2号）に記載する各教科の評定の方法によ

るものとする。 

ウ 特別支援学校及び特別支援学級に在籍する出願者については、成績一覧表（様式第

6号）を必要としない。 

エ 他都道府県からの出願者については、当該都道府県の成績一覧表作成の方法による。 

(2) 各中学校の校長は、成績一覧表（様式第 6号）を出願の際に出願先県立高等学校の校

長に 1部提出する。 

また、県内の各中学校の校長は、令和 4年 1月11日(火)までに親展・簡易書留により
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所管教育事務所長及び県教育庁学校教育課長に、それぞれ 1部提出する。 

 

10 学 力 検 査 等 

 

(1) 検査実施日 

令和 4年 3月 8日(火)   

(2) 検査場 

ア 学力検査等は、出願先県立高等学校において実施する。 

イ 各検査場における検査実施責任者は、当該県立高等学校の校長とする。 

(3) 学力検査 

ア 学力検査は、次の時間及び教科により出願者全員について実施する。 

第 1時限   8時 45分～  9時 35分（50分） 国 語 

第 2時限   9時 50分～10時 40分（50分） 英 語 

第 3時限 10時 55分～11時 40分（45分） 数 学 

第 4時限 12時 25分～13時 10分（45分） 社 会 

第 5時限 13時 25分～14時 10分（45分） 理 科 

イ 学力検査の問題は、青森県教育委員会が作成する。 

(4) 面接 

面接は、学力検査終了後、出願者全員について実施する。 

(5) 実技検査等 

実技検査等を実施する場合は、学力検査終了後とする。 

(6) 入学者選抜の学力検査等の欠席の報告 

各県立高等学校の校長は、入学者選抜の学力検査等を欠席した者の人数を、令和 4年 

3月 8日（火）面接及び実技検査等終了後、速やかに、「高等学校入学者選抜における

欠席者数等報告書」（様式第15号）によりＦＡＸで学校教育課に報告すること。 

 

11 追 検 査 

 

病気、交通事故その他やむを得ない事由によって、学力検査等の全部又は一部を受ける

ことができなかった者は、追検査を受検することができる。 

追検査については、この要項の12ページ「令和 4年度青森県立高等学校入学者選抜追検

査取扱要項」による。 

 

12 入学者の選抜 

 

(1) 各県立高等学校の校長は、校内教員をもって入学者選抜委員会を構成し、入学者の選

抜に当たる。 

   ただし、黒石高等学校にあっては、同校及び黒石商業高等学校の教員をもって入学

者選抜委員会を構成する。 

(2) 入学者の選抜は、「令和 4年度青森県立高等学校入学者選抜における求める生徒像・

選抜方法等一覧」に基づいて行うものとする。 
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(ｲ) 入学者選抜出願先変更承認願について（副申）（様式第14号） 

(ｳ) ａ 保護者の転勤による場合 

保護者の勤務先の所属長が発行する「転勤（見込）証明書」（所属長の職印

を押印したもの。） 

ｂ その他の事由による場合 

青森県内の市町村長が発行する保護者の「住民票」の写し又は青森県教育委

員会が指示する書類 

(ｴ) 初めに出願した県立高等学校の受検票 

(ｵ) 出願先変更承認書送付用封筒（原則として簡易書留・速達。定形。郵便番号記入、

宛名明記、694円分の切手貼付。） 

イ 入学願書等は、4  出願の手続(3)により、青森県教育委員会が発行する「出願先変

更承認書」とともに、中学校の校長を通じ、令和 4年 2月28日(月)までに、変更後の

出願先県立高等学校の校長に提出する。 

(2) 青森県教育委員会は、当該出願者に関わる「出願先変更承認書」の写しを変更後の出

願先県立高等学校の校長に送付するとともに、出願を取り消した県立高等学校の校長に

その旨を通知する。 

(3) 他都道府県等から出願先変更を希望する場合は、7  出願先変更の手続(1)ア、イに準

ずる。 

 

8 調査書の作成 

     

(1) 調査書（様式第 2号）は、原則として、「中学校生徒指導要録」及び「生徒健康診断

票」に基づき、「調査書作成上の注意」に従って作成する。 

(2) 中学校の校長は、校内に調査書作成委員会を構成し、調査書（様式第 2号）の作成に

当たる。 

 

9 成績一覧表の作成 

 

(1) 成績一覧表（様式第 6号）は、次の要領で作成する。 

ア 令和 3年12月末現在で、その学校に在学する第 3学年の生徒全員（長期欠席その他

の理由により、令和 4年 3月卒業の見込みがない者及び特別支援学級在籍者を除く。）

について、第 1学年及び第 2学年における各教科の評定別人員並びに第 3学年12月末

現在における各教科の評定別人員を記入する。 

イ 各教科の評定の方法は、調査書（様式第 2号）に記載する各教科の評定の方法によ

るものとする。 

ウ 特別支援学校及び特別支援学級に在籍する出願者については、成績一覧表（様式第

6号）を必要としない。 

エ 他都道府県からの出願者については、当該都道府県の成績一覧表作成の方法による。 

(2) 各中学校の校長は、成績一覧表（様式第 6号）を出願の際に出願先県立高等学校の校

長に 1部提出する。 

また、県内の各中学校の校長は、令和 4年 1月11日(火)までに親展・簡易書留により
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(3) 「自己申告書（様式第 7号）」は、出願者を理解するための資料とする。 

(4) 病気、交通事故その他やむを得ない事由によって、学力検査等の全部又は一部を受け

ることができなかった者については、 「令和 4年度青森県立高等学校入学者選抜追検

査取扱要項」に定める方法によって選抜を行う。  

(5) 海外帰国生徒の選抜に当たっては、海外経験を十分考慮して行う。 

 

13 合格者の発表 

 

合格者の発表日時及び方法は、全日制の課程、定時制の課程とも次のとおりとする。 

(1) 日時 

令和 4年 3月16日(水) 9時 

(2) 方法 

各県立高等学校において受検番号で発表するとともに、各中学校の校長に合否結果を

通知する。 

(3) その他 

各中学校の校長は、入学辞退が生じた場合、速やかに当該県立高等学校の校長に連絡

するとともに、辞退理由等を記した文書を提出すること。 

 

14 再  募  集 

 

(1) 再募集を実施する学校、学科（部） 

ア 入学者選抜において、合格者数が募集人員に達しなかった学科（部）で実施する。 

イ 再募集の募集人員等は、令和 4年 3月16日(水)に発表する。 

(2) 出願資格 

この要項 2ページの 2  出願資格による。 

(3) 出願の制限 

この要項 2ページの 3  出願の制限による。ただし、県立高等学校に合格している者

は出願できない。これに違反した者は入学を許可しないこと、又は入学許可を取り消す

ことがある。 

(4) 出願の手続 

ア 出願に必要な書類は、次のとおりとする。 

(ｱ) この要項 2ページの 2  出願資格(1)、(2)に該当する者  

ａ 再募集入学願書（様式第 1号の 2） 

ｂ 調査書（様式第 2号） 

(ｲ) この要項 2ページの 2  出願資格(3)に該当する者 

ａ 再募集入学願書（様式第 1号の 2） 

ｂ 入学出願資格に関する証明書（コピー可） 

ｃ 最終在籍学校又は中学校卒業程度認定試験の成績証明書（コピー可） 

ｄ 健康診断書（令和 3年 4月 1日以降に検査を受けたもの。）（コピー可） 

イ 再募集入学願書の受付期間は、 

令和 4年 3月17日(木)から 
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同  年 3月18日(金)まで 

とし、受付時間は、 9時から16時（最終日は正午）までとする。 

なお、郵送の場合は、受付期間の最終日における受付時間内に到着しなければなら

ない。 

ウ 出願者は、「再募集入学願書（様式第 1号の 2）」に所要事項を記入の上、入学者

選抜手数料として、この要項 3ページの 4  出願の手続(3)アに定める青森県収入証紙

を貼り付けて、在学（出身）中学校の校長に提出する。 

エ 各中学校の校長は、次の書類を、14 再募集(4)イに定める受付期間内に、出願先

県立高等学校の校長に提出する。 

(ｱ) 再募集出願者一覧表（様式第 8号） 

(ｲ) 再募集入学願書（様式第 1号の 2） 

(ｳ) 調査書（様式第 2号） 

(ｴ) 再募集合否結果等送付用封筒  角形 0号 

（(ｴ)については原則として簡易書留。郵便番号記入、宛名明記、540円分の切手

貼付。中学校が直接県立高等学校に取りに行く場合は、切手は不要で、あらかじめ

封筒に明記。） 

 

なお、必要に応じ、「成績一覧表（様式第 6号）」、「身体等の状況の記録」、

「自己申告書（様式第 7号）」を提出する。 

オ この要項 2ページの 2  出願資格(3)に該当する者は、出願書類に「再募集合否結果

等送付用封筒」を添えて、14 再募集(4)イに定める受付期間内に、直接、出願先県

立高等学校の校長に提出する。封筒サイズ等は、14 再募集(4)エ(ｴ)に準ずる。 

カ 再募集を実施する県立高等学校の校長は、再募集入学願書受付の際に、各中学校の

校長に、再募集に係る受検上の注意事項を配布する。 

なお、郵送による出願の場合は、ＦＡＸ等により配布する。 

キ 再募集を実施する県立高等学校の校長は、再募集検査実施日の受付の際に、身分証

明書等で本人を確認の上、出願者に再募集受検票を交付する。 

(5) 特別な配慮が必要な場合の手続 

   この要項の14ページの 2  特別な配慮が必要な場合の手続により手続をすること。 

(6) 他都道府県等の出願 

この要項 4ページの 5  他都道府県等の出願により、出願の手続をすること。 

なお、隣接県の隣接地域以外からの出願及びその他の都道府県等からの出願の場合、

各県立高等学校の校長は、入学願書受付の際、「青森県立高等学校出願承認書」の有無

を確認の上、受け付けること。 

(7) 学力検査等 

ア 検査実施日 

令和 4年 3月22日(火) 

イ 検査場 

(ｱ) 学力検査等は、出願先県立高等学校において実施する。 

(ｲ) 各検査場における検査実施責任者は、当該県立高等学校の校長とする。 

ウ 学力検査 
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(3) 「自己申告書（様式第 7号）」は、出願者を理解するための資料とする。 

(4) 病気、交通事故その他やむを得ない事由によって、学力検査等の全部又は一部を受け

ることができなかった者については、 「令和 4年度青森県立高等学校入学者選抜追検

査取扱要項」に定める方法によって選抜を行う。  

(5) 海外帰国生徒の選抜に当たっては、海外経験を十分考慮して行う。 

 

13 合格者の発表 

 

合格者の発表日時及び方法は、全日制の課程、定時制の課程とも次のとおりとする。 

(1) 日時 

令和 4年 3月16日(水) 9時 

(2) 方法 

各県立高等学校において受検番号で発表するとともに、各中学校の校長に合否結果を

通知する。 

(3) その他 

各中学校の校長は、入学辞退が生じた場合、速やかに当該県立高等学校の校長に連絡

するとともに、辞退理由等を記した文書を提出すること。 

 

14 再  募  集 

 

(1) 再募集を実施する学校、学科（部） 

ア 入学者選抜において、合格者数が募集人員に達しなかった学科（部）で実施する。 

イ 再募集の募集人員等は、令和 4年 3月16日(水)に発表する。 

(2) 出願資格 

この要項 2ページの 2  出願資格による。 

(3) 出願の制限 

この要項 2ページの 3  出願の制限による。ただし、県立高等学校に合格している者

は出願できない。これに違反した者は入学を許可しないこと、又は入学許可を取り消す

ことがある。 

(4) 出願の手続 

ア 出願に必要な書類は、次のとおりとする。 

(ｱ) この要項 2ページの 2  出願資格(1)、(2)に該当する者  

ａ 再募集入学願書（様式第 1号の 2） 

ｂ 調査書（様式第 2号） 

(ｲ) この要項 2ページの 2  出願資格(3)に該当する者 

ａ 再募集入学願書（様式第 1号の 2） 

ｂ 入学出願資格に関する証明書（コピー可） 

ｃ 最終在籍学校又は中学校卒業程度認定試験の成績証明書（コピー可） 

ｄ 健康診断書（令和 3年 4月 1日以降に検査を受けたもの。）（コピー可） 

イ 再募集入学願書の受付期間は、 

令和 4年 3月17日(木)から 
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(ｱ) 学力検査は、次の時間及び教科により出願者全員について実施する。 

            9 時 00分～ 9 時 50分（50分） 国語・英語・数学・社会・理科 

(ｲ) 学力検査の問題は、青森県教育委員会が作成する。 

エ 面接 

面接は、学力検査終了後、出願者全員について実施する。 

オ 実技検査等 

実技検査等を実施する場合は、学力検査終了後とする。 

  カ 再募集の欠席の報告 

再募集を実施した各県立高等学校の校長は、再募集の学力検査等を欠席した者の人

数を、令和 4年 3月22日（火）面接及び実技検査等終了後、速やかに、「高等学校入

学者選抜再募集における欠席者数等報告書」（様式第15号の3）によりＦＡＸで学校

教育課に報告すること。 

(8) 入学者の選抜 

この要項 7ページの 12 入学者の選抜による。 

ただし、病気、交通事故その他やむを得ない事由によって、再募集の学力検査等の全

部又は一部を受けることができなかった者については、県立高等学校の校長が事情を調

査の上、適切な方法によって選抜を行う。 

(9) 合格者の発表 

再募集の合格者の発表日時及び方法は、全日制の課程、定時制の課程とも次のとおり

とする。 

ア 日時 

令和 4年 3月23日(水)  13時 

イ 方法 

再募集を実施した県立高等学校において受検番号で発表するとともに、各中学校の

校長に合否結果を通知する。 

ウ その他 

各中学校の校長は、入学辞退が生じた場合、速やかに当該県立高等学校の校長に連

絡するとともに、辞退理由等を記した文書を提出すること。 
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15 出願及び選抜についての報告 

 

各県立高等学校の校長は、次により、 1～ 9は県教育庁学校教育課長に、10は県教育庁

高等学校教育改革推進室長に報告すること。 

報 告 事 項 期     限 方     法 

1 入学者選抜の出願者数 
令和 4年 2月21日(月) 

14時から15時まで 
電話及び電子メール 

2 入学者選抜の欠席者数等 

令和 4年 3月 8日(火) 

面接及び実技検査等終了

後速やかに 

ＦＡＸ（様式第15号） 

3 追検査の希望者数 

※入学者選抜の欠席者が

いる学校のみ 

令和 4年 3月 9日(水) 

15時まで 
電話 

4 追検査の欠席者数等 

※追検査実施校のみ 

令和 4年 3月14日(月) 

面接及び実技検査等終了

後速やかに 

ＦＡＸ（様式第15号の 2） 

5 入学者選抜の選抜結果 

令和 4年 3月16日(水) 

9時30分から 

10時30分まで 

電話及び電子メール 

令和 4年 3月25日(金) 文書（別途通知） 

6 再募集の出願者数 

※再募集実施校のみ 

令和 4年 3月18日(金) 

13時から14時まで 
電話及び電子メール 

7 再募集の欠席者数等 

※再募集実施校のみ 

令和 4年 3月22日(火) 

面接及び実技検査等終了

後速やかに 

ＦＡＸ（様式第15号の 3） 

8 再募集の選抜結果 

※再募集実施校のみ 

令和 4年 3月23日(水) 

13時30分から 

14時30分まで 

 

電話及び電子メール 

令和 4年 3月25日(金) 文書（別途通知） 

9 合 格 者 数 令和 4年 3月25日(金) 文書（様式第 9号） 

10  入 学 者 数 令和 4年 4月11日(月) 

文書又は電子メール 

（E-KAIKAKU@pref.aomori.lg.jp）

（様式第10号、第10号の 2及

び第10号の 3） 

 

 

- 10 - 

(ｱ) 学力検査は、次の時間及び教科により出願者全員について実施する。 

            9 時 00分～ 9 時 50分（50分） 国語・英語・数学・社会・理科 

(ｲ) 学力検査の問題は、青森県教育委員会が作成する。 

エ 面接 

面接は、学力検査終了後、出願者全員について実施する。 

オ 実技検査等 

実技検査等を実施する場合は、学力検査終了後とする。 

  カ 再募集の欠席の報告 

再募集を実施した各県立高等学校の校長は、再募集の学力検査等を欠席した者の人

数を、令和 4年 3月22日（火）面接及び実技検査等終了後、速やかに、「高等学校入

学者選抜再募集における欠席者数等報告書」（様式第15号の3）によりＦＡＸで学校

教育課に報告すること。 

(8) 入学者の選抜 

この要項 7ページの 12 入学者の選抜による。 

ただし、病気、交通事故その他やむを得ない事由によって、再募集の学力検査等の全

部又は一部を受けることができなかった者については、県立高等学校の校長が事情を調

査の上、適切な方法によって選抜を行う。 

(9) 合格者の発表 

再募集の合格者の発表日時及び方法は、全日制の課程、定時制の課程とも次のとおり

とする。 

ア 日時 

令和 4年 3月23日(水)  13時 

イ 方法 

再募集を実施した県立高等学校において受検番号で発表するとともに、各中学校の

校長に合否結果を通知する。 

ウ その他 

各中学校の校長は、入学辞退が生じた場合、速やかに当該県立高等学校の校長に連

絡するとともに、辞退理由等を記した文書を提出すること。 
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令和 4 年度青森県立高等学校入学者選抜追検査取扱要項 

 

1  趣旨 

 

  病気、交通事故その他やむを得ない事由（以下「やむを得ない事由」という。）

により、令和 4年度青森県立高等学校入学者選抜において、令和 4年 3月 8日（火）

に実施する学力検査等（以下「本検査」という。）の全部又は一部を受検すること

ができなかった者を対象に、当初出願した高等学校の学科（部）の学力検査等を改

めて受検する機会を確保するため、追検査を実施する。 

 

2  追検査を受検できる者 

 

  本検査の全部又は一部を、やむを得ない事由により欠席し、かつ追検査の受検を

希望する者とする。 
 

3  追検査の受検に係る手続 

 

(1) やむを得ない事由により、本検査を欠席する者がいる場合、在学（出身）中学

校の校長は、あらかじめ、出願先県立高等学校の校長に電話で欠席の連絡をする

こと。 

(2) 本検査を欠席した者（一部欠席者を含む）の追検査受検の希望の有無について、

在学（出身）中学校の校長は、出願先県立高等学校の校長に、令和 4年 3月 9日

（水）午後 2時までに電話で連絡すること。 

なお、追検査を希望する者については、受検番号及び氏名を伝え、併せて「令

和 4年度青森県立高等学校入学者選抜追検査受検希望届」（様式第16号。以下「追

検査受検希望届」という。）を作成し、ＦＡＸで送信した上で、速やかに郵送す

ること。 

(3) (2)により電話で連絡を受けた県立高等学校の校長は、令和 4年 3月 9日（水）

午後 3時までに電話で、追検査の希望者数（希望しない者の人数を含む）を学校

教育課に報告すること。 

(4) (2)により電話で連絡を受けた県立高等学校の校長は、令和 4年 3月10日（木）

正午までに追検査の受検を希望する者の在学（出身）中学校の校長に、追検査に

係る注意事項をＦＡＸ等により配布すること。 

 

4  追検査の実施 

 

(1) 追検査実施日  
令和 4 年 3月14日（月） 

(2) 検査場  
ア 追検査は、出願先県立高等学校において実施する。 
イ 各検査場における検査実施責任者は、当該県立高等学校の校長とする。 

(3) 学力検査  
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ア 学力検査は、本検査で受検できなかった教科のみを受検することができる。 
イ 学力検査は、次の時間及び教科により実施する。 

第 1 時限   9 時 00 分～ 9 時 45 分（45 分） 国 語 

第 2 時限  10 時 00 分～10 時 45 分（45 分） 英 語 

第 3 時限  11 時 00 分～11 時 40 分（40 分） 数 学 

第 4 時限  12 時 25 分～13 時 05 分（40 分） 社 会 

第 5 時限  13 時 20 分～14 時 00 分（40 分） 理 科 

※国語及び英語は、放送による聞き取りの検査を含む。 
ウ 追検査の学力検査の問題は、青森県教育委員会が作成する。 

(4) 面接及び実技検査等 

ア 面接及び実技検査等は、本検査で受検できなかった者について実施する。 
イ 学力検査終了後、本検査と同様に各県立高等学校で定められた内容で実施す

る。 
(5) 追検査の受検者は、追検査実施日当日、本検査の際に交付された令和 4 年度青

森県立高等学校入学者選抜受検票を持参すること。 

(6) 追検査の学力検査等の欠席の報告 

追検査を実施する各県立高等学校の校長は、追検査の学力検査等を欠席した者

の人数を、令和 4年 3月14日（月）面接及び実技検査等終了後、速やかに、「高等

学校入学者選抜追検査における欠席者数等報告書」（様式第15号の 2 ）によりＦ

ＡＸで学校教育課に報告すること。 

 

5  入学者の選抜 

 

(1) 追検査を実施する県立高等学校の校長は、この要項 7 ページの 12 入学者の

選抜(1)により、校内教員をもって入学者選抜委員会を構成し、入学者の選抜を行

う。 

(2) 入学者の選抜は、本検査及び追検査で受検した学力検査等の結果及び中学校か

らの提出書類等をもとに受検者を総合的に評価した上で、「令和 4 年度青森県立

高等学校入学者選抜における求める生徒像・選抜方法等一覧」に示す「求める生

徒像」に基づいて行う。 
(3) やむを得ない事由によって、追検査を受けることができなかった者について

は、当該県立高等学校の校長が事情を調査の上、適切な方法によって選抜を行う。 
 
6  合格者の発表 

 

この要項 8 ページの 13 合格者の発表による。 

 

7  その他 

 

この要項に定めるもののほか、追検査の実施について必要な事項は、青森県教育

委員会教育長が別に定める。 

- 12 - 
 

令和 4 年度青森県立高等学校入学者選抜追検査取扱要項 

 

1  趣旨 

 

  病気、交通事故その他やむを得ない事由（以下「やむを得ない事由」という。）

により、令和 4年度青森県立高等学校入学者選抜において、令和 4年 3月 8日（火）

に実施する学力検査等（以下「本検査」という。）の全部又は一部を受検すること

ができなかった者を対象に、当初出願した高等学校の学科（部）の学力検査等を改

めて受検する機会を確保するため、追検査を実施する。 

 

2  追検査を受検できる者 

 

  本検査の全部又は一部を、やむを得ない事由により欠席し、かつ追検査の受検を

希望する者とする。 
 

3  追検査の受検に係る手続 

 

(1) やむを得ない事由により、本検査を欠席する者がいる場合、在学（出身）中学

校の校長は、あらかじめ、出願先県立高等学校の校長に電話で欠席の連絡をする

こと。 

(2) 本検査を欠席した者（一部欠席者を含む）の追検査受検の希望の有無について、

在学（出身）中学校の校長は、出願先県立高等学校の校長に、令和 4年 3月 9日

（水）午後 2時までに電話で連絡すること。 

なお、追検査を希望する者については、受検番号及び氏名を伝え、併せて「令

和 4年度青森県立高等学校入学者選抜追検査受検希望届」（様式第16号。以下「追

検査受検希望届」という。）を作成し、ＦＡＸで送信した上で、速やかに郵送す

ること。 

(3) (2)により電話で連絡を受けた県立高等学校の校長は、令和 4年 3月 9日（水）

午後 3時までに電話で、追検査の希望者数（希望しない者の人数を含む）を学校

教育課に報告すること。 

(4) (2)により電話で連絡を受けた県立高等学校の校長は、令和 4年 3月10日（木）

正午までに追検査の受検を希望する者の在学（出身）中学校の校長に、追検査に

係る注意事項をＦＡＸ等により配布すること。 

 

4  追検査の実施 

 

(1) 追検査実施日  
令和 4 年 3月14日（月） 

(2) 検査場  
ア 追検査は、出願先県立高等学校において実施する。 
イ 各検査場における検査実施責任者は、当該県立高等学校の校長とする。 

(3) 学力検査  
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－ 14 － 
 

特別な配慮が必要な場合の基本的な考え方及び手続 

 
1  特別な配慮が必要な場合の基本的な考え方 

 

入学者選抜における学力検査及び選抜に当たっては、「障害を理由とする差別の

解消の推進に関する法律」及び「令和 3 年度学校教育指導の方針と重点 (7)特別

支援教育の充実」等を踏まえ、出願者が障害等のあることにより不利益を受けな

いよう、合理的な配慮に十分留意する。 
 
2  特別な配慮が必要な場合の手続 

 

(1) 視覚障害、聴覚障害、肢体不自由、病弱、発達障害及びその他配慮を必要とす

る者等で、学力検査の受検及び入学後の指導に当たって、特に配慮する必要のあ

る者については、あらかじめ出願先県立高等学校の校長に直接その事情を連絡し、

別に、次の事項を記入した「身体等の状況の記録」を作成し、健康診断書など、

「身体等の状況の記録」に記載した内容を証明する書類を添付して提出すること。 
ア できるだけ詳細な身体等の状況及び学校で配慮している措置 

イ 受検に当たって配慮してほしい措置 

ウ 入学後、県立高等学校において特に配慮する必要のある措置又は指導上留意

すべき事項 

(2) 出願先県立高等学校長は、受検に当たって実施可能な配慮事項を検討し、決定

する。なお、必要がある場合は、学校教育課に相談すること。 

(3) 出願先県立高等学校長は、受検に当たって実施する配慮事項について、中学校

の校長に文書で通知すること。 

(4) 「身体等の状況の記録」を提出した者については、「調査書」(様式第 2号)の

「健康等に関する特記すべき事項」の欄に「身体等の状況の記録」提出と記入す

ること。 
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様式第 1 号 
 

青森県収入証紙 

（消印しないこと） 

 

入  学  願  書 
 

貴校に入学したいので、許可くださるようお願いします。 
 

入 学 

 

志 望 

課 程 
全 日 制 の 課 程 

定 時 制 の 課 程                             

学 科 
（部） 第1志望  第2志望  

 

令和 4 年  月  日 

 

   青森県立     高等学校長 殿 

ふ り が な   

 

 
本人氏名                                

保護者氏名                              
 

本 人 

現   住   所  

在学（出身）中学校  

生 年 月 日 平成  年  月  日生 
 

保護者 現住所  本人との続柄 
 

 

 

令和 4年度 青森県立高等学校入学者選抜受検票 
                         

出 願 校   青森県立         高等学校  
 

 ふりがな  

 

 
受検番号  

 

氏  名  
 

在学（出身）中学校  
  

                                高等学校長印 

 

入 学 
志 望 

課 程 
全 日 制 の 課 程 
定 時 制 の 課 程            

   

学 科 
（部） 第 1志望  第 2志望  

 

記入上の注意 
1 学科（部）の（部）は、定時制の課程における午前部、午後部、夜間部又はⅠ部、Ⅱ部、Ⅲ部を

示す。 

2 課程、在学（出身）中学校は、該当するものを○で囲む。 

3 第 2 志望のある場合は必ず記入すること。また、第 2志望がない場合は斜線を引くこと。 
4 氏名はペン書き（黒又は青）とし、原則として自署とする。 
5 保護者の現住所が本人と同じである場合は、「本人と同じ」の記入でよい。 
6 日付は、願書を中学校に提出する月日とする。 

－ 14 － 
 

特別な配慮が必要な場合の基本的な考え方及び手続 

 
1  特別な配慮が必要な場合の基本的な考え方 

 

入学者選抜における学力検査及び選抜に当たっては、「障害を理由とする差別の

解消の推進に関する法律」及び「令和 3 年度学校教育指導の方針と重点 (7)特別

支援教育の充実」等を踏まえ、出願者が障害等のあることにより不利益を受けな

いよう、合理的な配慮に十分留意する。 
 
2  特別な配慮が必要な場合の手続 

 

(1) 視覚障害、聴覚障害、肢体不自由、病弱、発達障害及びその他配慮を必要とす

る者等で、学力検査の受検及び入学後の指導に当たって、特に配慮する必要のあ

る者については、あらかじめ出願先県立高等学校の校長に直接その事情を連絡し、

別に、次の事項を記入した「身体等の状況の記録」を作成し、健康診断書など、

「身体等の状況の記録」に記載した内容を証明する書類を添付して提出すること。 
ア できるだけ詳細な身体等の状況及び学校で配慮している措置 

イ 受検に当たって配慮してほしい措置 

ウ 入学後、県立高等学校において特に配慮する必要のある措置又は指導上留意

すべき事項 

(2) 出願先県立高等学校長は、受検に当たって実施可能な配慮事項を検討し、決定

する。なお、必要がある場合は、学校教育課に相談すること。 

(3) 出願先県立高等学校長は、受検に当たって実施する配慮事項について、中学校

の校長に文書で通知すること。 

(4) 「身体等の状況の記録」を提出した者については、「調査書」(様式第 2号)の

「健康等に関する特記すべき事項」の欄に「身体等の状況の記録」提出と記入す

ること。 
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様式第 1 号の 2 
 

青森県収入証紙 

（消印しないこと） 

 

再 募 集 入 学 願 書 
 

貴校に入学したいので、許可くださるようお願いします。 
 

入 学 

 

志 望 

課 程 
全 日 制 の 課 程 

定 時 制 の 課 程               

学 科 
（部） 第 1志望  第 2志望  

 

令和 4 年  月  日 

 

   青森県立     高等学校長 殿 

ふ り が な   

 

 
本人氏名                                

保護者氏名                               
 

本 人 

現   住   所  

在学（出身）中学校  

生 年 月 日 平成  年  月  日生 
 

保護者 現住所  本人との続柄 
 

 

 

令和 4年度 青森県立高等学校入学者選抜・再募集受検票 
                         

出 願 校   青森県立         高等学校  
 

 ふりがな  

 

 
受検番号  

 

氏  名  
 

在学（出身）中学校  
  

                                高等学校長印 

 

入 学 
志 望 

課 程 
全 日 制 の 課 程 
定 時 制 の 課 程            

   

学 科 
（部） 第 1志望  第 2志望  

 

記入上の注意 
1 学科（部）の（部）は、定時制の課程における午前部、午後部、夜間部又はⅠ部、Ⅱ部、Ⅲ部を

示す。 

2 課程、在学（出身）中学校は、該当するものを○で囲む。 

3 第 2 志望のある場合は必ず記入すること。また、第 2志望がない場合は斜線を引くこと。 
4 氏名はペン書き（黒又は青）とし、原則として自署とする。 
5 保護者の現住所が本人と同じである場合は、「本人と同じ」の記入でよい。 
6 日付は、願書を中学校に提出する月日とする。 
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様式第 2号

調  　　査 　 　書

性別

年　　月　　日

国　語 社　会 数　学 計 総　計

学
級
活
動

学
校
行
事

部
活
動

資　　格　　・　　特　　技
2年

3年

受　検　番　号

備　        考

転入学

編入学

そ
の
他

理　科

卒業見込
卒　　業

音　楽 美　術教　科

  　年 　  　月  　 　日
平成
令和

外国語技術･家庭

ふりがな

学校名

平成　　年　 　月 　　日生
氏 名

入　学

転入学・編
入学の記録

各　　教　　科　　の　　学　　習　　の　　記　　録

保健体育

評
 
定

欠　席　の　状　況

1年

学年

特  別  活  動  等  の  記  録 総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 記 録

生
徒
会
活
動

欠席日数

1年

2年

3年

総合所見及び指導上参考となる諸事項

平成

令和

校長
氏名

健康等に関する
特記すべき事項

作成年月日

作成者氏名

令和 　　 年　  　月 　  日

印
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様式第 1 号の 2 
 

青森県収入証紙 

（消印しないこと） 

 

再 募 集 入 学 願 書 
 

貴校に入学したいので、許可くださるようお願いします。 
 

入 学 

 

志 望 

課 程 
全 日 制 の 課 程 

定 時 制 の 課 程               

学 科 
（部） 第 1志望  第 2志望  

 

令和 4 年  月  日 

 

   青森県立     高等学校長 殿 

ふ り が な   

 

 
本人氏名                                

保護者氏名                               
 

本 人 

現   住   所  

在学（出身）中学校  

生 年 月 日 平成  年  月  日生 
 

保護者 現住所  本人との続柄 
 

 

 

令和 4年度 青森県立高等学校入学者選抜・再募集受検票 
                         

出 願 校   青森県立         高等学校  
 

 ふりがな  

 

 
受検番号  

 

氏  名  
 

在学（出身）中学校  
  

                                高等学校長印 

 

入 学 
志 望 

課 程 
全 日 制 の 課 程 
定 時 制 の 課 程            

   

学 科 
（部） 第 1志望  第 2志望  

 

記入上の注意 
1 学科（部）の（部）は、定時制の課程における午前部、午後部、夜間部又はⅠ部、Ⅱ部、Ⅲ部を

示す。 

2 課程、在学（出身）中学校は、該当するものを○で囲む。 

3 第 2 志望のある場合は必ず記入すること。また、第 2志望がない場合は斜線を引くこと。 
4 氏名はペン書き（黒又は青）とし、原則として自署とする。 
5 保護者の現住所が本人と同じである場合は、「本人と同じ」の記入でよい。 
6 日付は、願書を中学校に提出する月日とする。 
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調 査 書 作 成 上 の 注 意 

                                         

1 記入上の一般的注意 

 

(1) 調査書は、令和 3年12月末現在で記入する。 

(2) 数字は、算用数字を用いる。 

(3) 記入する必要のない欄又は記入事項がない欄は、斜線を引く。 

(4) 「校長氏名」の欄の印は職印とする。 

 

2 各欄記入上の注意 

 

(1) 「氏名」の欄には、次のように記入する。 

  ア  戸籍上の氏名を記入する。    

    イ ふりがなは、氏名がひらがなの場合も記入する。 

ウ  外国人の場合、日本名による通称がある場合は、外国人の氏名とともにその下に

（  ）を付して通称を記入する。 

(2) 「入学・転入学・編入学」については、生徒が第1学年に入学した年月日又は転入学

・編入学した年月日を記入するとともに、入学・転入学・編入学について該当する文字

を○で囲む。元号については、該当するものを〇で囲む。 

(3) 「学校名」の欄には、学校名を記入する。 

(4) 「卒業見込・卒業」については、校長が卒業を認定する予定の年月日又は認定した年

月日を記入するとともに、卒業見込・卒業について該当する文字を○で囲む。元号につ

いては、該当するものを〇で囲む。 

(5) 「転入学・編入学の記録」の欄には、以前在学していた学校名と転・編入学年を記入

する。 

また、海外帰国生徒については、この欄に○帰と朱書した上、海外在住地名、海外在住

期間を○○年○○月～○○年○○月と記入する。 

(6) 「各教科の学習の記録」の欄には、次のように記入する。 

ア 第 1学年及び第 2学年の各教科の評定は、指導要録に記載されたものを転記し、「計」

の欄には、各学年の各教科の評定の合計を記入する。 

イ  第3学年の各教科の評定は、次のとおりとする。 

(ｱ) 原則として、令和 3年12月末までの学習に基づいて記入する。 

(ｲ) 評定は 5段階で表し、 5段階の表示は、 5、 4、3、2、 1とする。 

その表示は、中学校学習指導要領に示す目標に照らして、「十分満足できるもの
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のうち、特に程度が高い」状況と判断されるものを 5、「十分満足できる」状況と

判断されるものを 4、「おおむね満足できる」状況と判断されるものを 3、「努力

を要する」状況と判断されるものを 2、「一層努力を要する」状況と判断されるも

のを 1とする。 

なお、特別支援学校及び特別支援学級在籍者の評定については、当該学校の評定

方法により記入する。 

また、他都道府県からの出願者については、当該都道府県の評定方法により記入

する。 

(ｳ) 「計」の欄には、各教科の評定の合計を記入する。 

ウ 「総計」の欄には、学年別評定の合計を記入する。 

(7) 「特別活動等の記録」の欄には、次のように記入する。 

ア  この欄には、原則として第 3学年について記入するが、第1学年、第 2学年において

顕著な活動等がある場合は、そのことについても記入できる。 

イ 「学級活動」、「生徒会活動」、「学校行事」、「部活動」の各欄には、顕著な活

動等がある場合、それらの活動状況について具体的に記入する。 

ウ  「その他」の欄には、学校内外における奉仕活動・表彰を受けた行為や活動等で顕

著な活動がある場合、それらの活動状況について具体的に記入する。 

(8) 「資格・特技」の欄には、取得している資格及び特技について具体的に記入する。 

(9) 「総合的な学習の時間の記録」の欄には、学習活動や評価の観点、生徒にどのような

力が身に付いたかなどを文章で記述する。原則として、第 3学年の学習に基づいて記入

するが、第 1学年、第 2学年において顕著な取組等がある場合は、そのことについても

記入できる。 

(10) 「総合所見及び指導上参考となる諸事項」の欄には、生徒の状況を総合的に把握する

上で参考となる次のような事項等について記入する。 

ア 各教科等に関する所見 

イ 行動に関する特記すべき事項及び所見 

ウ 生徒の人柄や特徴に関する所見 

エ 生徒の成長の状況に関わる総合的な所見 

オ 無欠席、無遅刻、無早退等特筆すべき事項 

カ その他、(7)、(8)、(9)において書ききれない事項等  

※ 「特別の教科 道徳」の評価については、入学者選抜の合否判定に活用しないこと

としているので、記入しない。 

(11) 「欠席の状況」の欄には、次のように記入する。 

ア  「欠席日数」の欄には、各学年の欠席日数を記入する。 

イ 同一学年において 7日以上の欠席がある場合には、その理由を備考欄に記入する。 
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調 査 書 作 成 上 の 注 意 

                                         

1 記入上の一般的注意 

 

(1) 調査書は、令和 3年12月末現在で記入する。 

(2) 数字は、算用数字を用いる。 

(3) 記入する必要のない欄又は記入事項がない欄は、斜線を引く。 

(4) 「校長氏名」の欄の印は職印とする。 

 

2 各欄記入上の注意 

 

(1) 「氏名」の欄には、次のように記入する。 

  ア  戸籍上の氏名を記入する。    

    イ ふりがなは、氏名がひらがなの場合も記入する。 

ウ  外国人の場合、日本名による通称がある場合は、外国人の氏名とともにその下に

（  ）を付して通称を記入する。 

(2) 「入学・転入学・編入学」については、生徒が第1学年に入学した年月日又は転入学

・編入学した年月日を記入するとともに、入学・転入学・編入学について該当する文字

を○で囲む。元号については、該当するものを〇で囲む。 

(3) 「学校名」の欄には、学校名を記入する。 

(4) 「卒業見込・卒業」については、校長が卒業を認定する予定の年月日又は認定した年

月日を記入するとともに、卒業見込・卒業について該当する文字を○で囲む。元号につ

いては、該当するものを〇で囲む。 

(5) 「転入学・編入学の記録」の欄には、以前在学していた学校名と転・編入学年を記入

する。 

また、海外帰国生徒については、この欄に○帰と朱書した上、海外在住地名、海外在住

期間を○○年○○月～○○年○○月と記入する。 

(6) 「各教科の学習の記録」の欄には、次のように記入する。 

ア 第 1学年及び第 2学年の各教科の評定は、指導要録に記載されたものを転記し、「計」

の欄には、各学年の各教科の評定の合計を記入する。 

イ  第3学年の各教科の評定は、次のとおりとする。 

(ｱ) 原則として、令和 3年12月末までの学習に基づいて記入する。 

(ｲ) 評定は 5段階で表し、 5段階の表示は、 5、 4、3、2、 1とする。 

その表示は、中学校学習指導要領に示す目標に照らして、「十分満足できるもの
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(12) 「健康等に関する特記すべき事項」の欄には、次のように記入する。 

ア  健康や身体等の状況に関し、特記すべき事項や指導上参考となる諸事項がある場合は、

それを記入する。 

イ この要項14ページの 2  特別な配慮が必要な場合の手続の「身体等の状況の記録」を

提出した者については、「身体等の状況の記録提出」と記入する。 

(13) 令和 3年 3月以前に中学校を卒業した者については、各教科の評定等は生徒指導要録に

記載されたものを転記し、その他は、生徒指導要録に記載された内容を基に、(1)～(12)に

準じて記入する。 
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様式第 3 号（用紙Ａ 4 判　縦型）

青森県立　      高等学校長　殿

　（　　　制の課程）

立　　　　　中学校

番号 氏　　名 性別

1

2

3

4

5

6

なお、本校から貴校の当該学科（部）に対する出願者数は、次のとおりです。

計

記入上の注意

　1　当該高等学校の入学者選抜に出願する者について記入する。

　2　「出願学科（部）」の欄は、第 1 志望の学科（部）を記入する。

　3　「氏名」の欄は、出願学科（部）の欄が[付表 1  県立学校一覧]における学科（部）の順

　　になるように記入する。

　4　「備考」の欄は、「自己申告書」及び「身体等の状況の記録」を提出する場合に、その旨

　　を記入する。

入 学 者 選 抜 出 願 者 一 覧 表

備    考出願学科（部）

入 学 者 選 抜 出 願 者 数 一 覧

出願学科（部） 男 女

- 21 -

 

- 20 - 

(12) 「健康等に関する特記すべき事項」の欄には、次のように記入する。 

ア  健康や身体等の状況に関し、特記すべき事項や指導上参考となる諸事項がある場合は、

それを記入する。 

イ この要項14ページの 2  特別な配慮が必要な場合の手続の「身体等の状況の記録」を

提出した者については、「身体等の状況の記録提出」と記入する。 

(13) 令和 3年 3月以前に中学校を卒業した者については、各教科の評定等は生徒指導要録に

記載されたものを転記し、その他は、生徒指導要録に記載された内容を基に、(1)～(12)に

準じて記入する。 



―　22　―

様式第 4 号（用紙Ａ4 判　縦型）

令和　　年　　月　　日

　　　教育事務所長　殿

　　　立　　　　　中学校長　　

入学者選抜 再　募　集

様式第 5 号（用紙Ａ4 判　縦型）

令和　　年　　月　　日

青森県教育庁学校教育課長　殿

教育事務所長

入学者選抜 再　募　集

出　願　用　紙　所　要　枚　数　報　告　書

中 学 校 名
出 願 用 紙 所 要 枚 数

教 育 事 務 所 所 要 枚 数

出　願　用　紙　申　込　書

出 願 用 紙 所 要 枚 数
備　　考出願予定者数

出願予定者数

印

印

 - 22 -



―　23　―

様式第 6 号（用紙Ａ 4 判　縦型）

国語 理科 音楽 美術 保健体育 技術･家庭 外国語

5 人 人 人 人 人 人 人 人 人

4

3

2

1

計

5

4

3

2

1

計

5

4

3

2

1

計

校 長
氏 名

成 　績　 一　 覧 　表

社会 数学

令和　年  月  日 中学校名

第
3
学
年

第
2
学
年

第
1
学
年

　　 教科

学 評
年　 定

印

 - 23 -



―　24　―- 24 - 

 様式第 7号（用紙Ａ 4判 縦型） 

 

令和  年  月  日  

 

自 己 申 告 書 
 

中 学 校 名 

本 人 氏 名          

保護者氏名          

 

青森県立高等学校入学者選抜への出願に当たり、欠席の理由、志望の動機、高校生活

への抱負などについて、下記のとおり申告します。 

 

1 本人記入欄 

 

  

 2 保護者記入欄 

 

 

 

記入上の注意 

 1 全てペン書き（黒又は青）とする。 

 2 本人氏名及び本人記入欄は、本人自筆とする。 

 3 保護者氏名及び保護者記入欄は、保護者自筆とする。 

 4 記入欄が不足する場合は、別紙（様式自由）に記入し、添付すること。 



―　25　―

様式第 8 号（用紙Ａ 4判　縦型）

青森県立　      高等学校長　殿

　（　　　制の課程）

立　　　　　中学校

番号 氏　　名 性別

1

2

3

4

5

6

記入上の注意

　1 　当該高等学校の再募集に出願する者について記入する。

　2 　「出願学科（部）」の欄は、第1志望の学科（部）を記入する。

　3 　「氏名」の欄は、出願学科（部）の欄が[付表 1 県立学校一覧]における学科（部）の順に

　　なるように記入する。

　4 　「備考」の欄は、「自己申告書」及び「身体等の状況の記録」を新たに提出する場合や、

　　入学者選抜において提出済みである場合には、その旨を記入する。

再 募 集 出 願 者 一 覧 表

出願学科（部） 備    考

- 25 -- 24 - 

 様式第 7号（用紙Ａ 4判 縦型） 

 

令和  年  月  日  

 

自 己 申 告 書 
 

中 学 校 名 

本 人 氏 名          

保護者氏名          

 

青森県立高等学校入学者選抜への出願に当たり、欠席の理由、志望の動機、高校生活

への抱負などについて、下記のとおり申告します。 

 

1 本人記入欄 

 

  

 2 保護者記入欄 

 

 

 

記入上の注意 

 1 全てペン書き（黒又は青）とする。 

 2 本人氏名及び本人記入欄は、本人自筆とする。 

 3 保護者氏名及び保護者記入欄は、保護者自筆とする。 

 4 記入欄が不足する場合は、別紙（様式自由）に記入し、添付すること。 



―　26　―

青森県立 高等学校

計

記入上の注意
　1　 学科の区分は、農業、水産、工業、商業及び家庭に関する学科については、小学科の区分に
   よる。
　2　 合格者数計の欄には、入学者選抜及び再募集の合格者数の合計を記入する。
　3　 再募集を実施しない場合は、再募集の欄は空欄とする。

全日制

定時制

合格
者数

様式第 9 号（用紙Ａ 4 判　縦型）

合　格　者　数　報　告

学科
（部）

募集
人員

入 学 者 選 抜 再　募　集 備

考出願者数 受検者数 合格者数 出願者数 受検者数 合格者数

- 26 -



―　27　―

令和　　年　　月　　日

　青森県教育委員会教育長　殿

青森県立 高等学校長

  入  学  者  数  報  告 （総括表）  　[             制の課程] （　　　　部）

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
入学者選抜

再　募　集

入学者選抜

再　募　集

入学者選抜

再　募　集

入学者選抜

再　募　集

入学者選抜

再　募　集

入学者選抜

再　募　集

入学者選抜

再　募　集

入学者選抜

再　募　集

入学者選抜

再　募　集

入学者選抜

再　募　集

入学者選抜

再　募　集

入学者選抜

再　募　集

入学者選抜

再　募　集

入学者選抜

再　募　集

（注意）1　報告に当たっては、公印の押印を省略する。
　　　　2　募集人員を部ごとに設定している場合は、学科名欄に学科名及び部名を記載する。
　　　　　

科

小計（Ｂ）

過
　
年
　
度
　
卒
　
業
　
者

科

科

合計（Ａ＋Ｂ）

＊原級留置　　　　　　　科　男　　　名　女　　　名

科

科

科

科

小計（Ａ）

入学者数

本
 
年
 
３
　
月
　
卒
　
業
　
者

科

科

受検者数

科

科

科

科

科

合格者数

様式第10号（用紙Ａ 4 判　縦型）

区分 学　科　名 選　抜
出願者数

- 27 -



―　28　―

青森県立　　　 高等学校　 　　科
全
定 （　　 部）

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

入学者選抜

再　募　集

入学者選抜

再　募　集

入学者選抜

再　募　集

入学者選抜

再　募　集

入学者選抜

再　募　集

入学者選抜

再　募　集

様式第10号の 3（用紙Ａ 4判　縦型）

青森県立　　　 高等学校　 　　科
全
定 （　　 部）

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

入学者選抜

再　募　集

入学者選抜

再　募　集

入学者選抜

再　募　集

入学者選抜

再　募　集

入学者選抜

再　募　集

入学者選抜

再　募　集

記入上の注意
　1　小学科ごとに別葉とする。ただし、部ごとに募集人員を設定している場合は、部ごとに別葉 
　 とする。　　
　2　中学校は、市町村別に分ける。
　3　 2以上の中学校がある市町村については、市町村ごとの計を入れる。

過
 
年
 
度
 
卒
 
業
 
者

県
　
内

県
　
外

県

県

小　計　（Ｂ）

入　学　者　数　報　告（過年度）

区
分

県
内
･
県
外

市町村
別

中学校
名

選　抜
出願者数 受検者数 合格者数 入学者数

本
 
年
 
3
 
月
 
卒
 
業
 
者

県
　
内

県
　
外

県

県

小　計　（Ａ）

様式第10号の2（用紙Ａ 4判　縦型）

入　学　者　数　報　告（ 3 月卒業）

区
分

県
内
･
県
外

市町村
別

中学校
名

選　抜
出願者数 受検者数 合格者数 入学者数

- 28 -



―　29　―- 29 - 

様式第11号（用紙Ａ 4判 縦型） 

 

                          令和  年  月  日  

 

青森県教育委員会教育長 殿 

 

本 人 氏 名             

 

保護者氏名             

            

青森県立高等学校出願承認申請書 
 

下記のとおり青森県立高等学校に出願したいので、承認くださるようお願いします。 

 

記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本 
 

 
 
 

人 

現  住  所  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在学（出身） 

学     校 
立        中学校     学年 

上記の学校の 

卒業等の年月日 
平成 ・ 令和    年    月    日卒業（見込） 

ふ り が な  

氏     名  

生 年 月 日 平成    年    月    日生 年齢 満   歳 

保 

護 
者 

住     所  

電話（    ）   － 

本人との続柄  

出 願 希 望 校 
県立       高等学校 

      科    部 （    ）制の課程 

理     由 

 

  

（注意）理由の欄は、青森県立高等学校出願を必要とする理由について詳細に記入すること。 



―　30　―- 30 - 

様式第12号（用紙Ａ 4判 縦型） 

 

                             令和  年  月  日 

青森県教育委員会教育長 殿                                                    
   

立      中学校 

校長             印 

  
青森県立高等学校出願承認申請書について（副申） 

 

本校生徒（卒業生）（氏名）の青森県立高等学校出願承認申請書について事情を調査

した結果、下記のとおり副申します。 

 

記 

 

 
本  人 

氏  名  性  別   

現 住 所  

保 護 者 
氏  名  本人との続柄  

現 住 所  

出 願 希 望 校 
県立       高等学校 

      科    部 （    ）制の課程 

理   由 

 

所   見 

 

 

中学校所在地 

及 び 

電 話 番 号 

〒 

 

 

電話（    ）   － 
 

（注意）1 理由の欄には、家庭事情等、青森県立高等学校出願を必要とする理由について、調査

の結果を詳細に記入すること。 

2 青森県立高等学校以外の公立学校に出願しないことを確認し、その旨を所見欄に記入

すること。 



―　31　―- 31 - 

様式第13号（用紙Ａ 4判 縦型） 

 

                          令和  年  月  日  

 

青森県教育委員会教育長 殿 

 

本 人 氏 名             

 

保護者氏名             

            

入学者選抜出願先変更承認願 
 

下記のとおり入学者選抜出願先を変更したいので、承認くださるようお願いします。 

 

記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本 
 

 
 
 

人 

現  住  所  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在学（出身） 

学     校 
立        中学校     学年 

上記の学校の 

卒業等の年月日 
平成 ・ 令和    年    月    日卒業（見込） 

ふ り が な  

氏     名  

生 年 月 日 平成    年    月    日生 年齢 満   歳 

保 

護 
者 

現  住  所  

電話（    ）   － 

本人との続柄  

はじめに出願した 

学校名及び受検番号 

県立        高等学校 

       科    部 （    ）制の課程 

 受検番号 

変 更 を 希 望 す る 

学   校   名 

県立        高等学校 

       科    部 （    ）制の課程 

上記の学校の変更 

を 希 望 す る 理 由 

 

  

（注意）理由の欄は、出願先変更を必要とする理由について詳細に記入すること。 

- 30 - 

様式第12号（用紙Ａ 4判 縦型） 

 

                             令和  年  月  日 

青森県教育委員会教育長 殿                                                    
   

立      中学校 

校長             印 

  
青森県立高等学校出願承認申請書について（副申） 

 

本校生徒（卒業生）（氏名）の青森県立高等学校出願承認申請書について事情を調査

した結果、下記のとおり副申します。 

 

記 

 

 
本  人 

氏  名  性  別   

現 住 所  

保 護 者 
氏  名  本人との続柄  

現 住 所  

出 願 希 望 校 
県立       高等学校 

      科    部 （    ）制の課程 

理   由 

 

所   見 

 

 

中学校所在地 

及 び 

電 話 番 号 

〒 

 

 

電話（    ）   － 
 

（注意）1 理由の欄には、家庭事情等、青森県立高等学校出願を必要とする理由について、調査

の結果を詳細に記入すること。 

2 青森県立高等学校以外の公立学校に出願しないことを確認し、その旨を所見欄に記入

すること。 



―　32　―- 32 - 

様式第14号（用紙Ａ 4判 縦型） 

 

                             令和  年  月  日 

青森県教育委員会教育長 殿                                                    
   

立      中学校 

校長             印 

  
入学者選抜出願先変更承認願について（副申） 

 

本校生徒（卒業生）（氏名）の入学者選抜出願先変更承認願について事情を調査した

結果、下記のとおり副申します。 

 

記 

 

 
本  人 

氏  名  性  別   

現 住 所  

保 護 者 
氏  名  本人との続柄  

現 住 所  

はじめに出願した 

学校名及び受検番号 

県立        高等学校 

       科    部 （    ）制の課程 

 受検番号 

変 更 を 希 望 す る 

学   校   名 

県立        高等学校 

       科    部 （    ）制の課程 

理   由 

 

所   見 

 

 

中学校所在地 

及 び 

電 話 番 号 

〒 

 

 

電話（    ）   － 
 

（注意）理由の欄には、家庭事情等、出願先変更を必要とする理由について、調査の結果を詳細

に記入すること。 



―　33　―

様式第15号（用紙Ａ 4 判 縦型）

（ＦＡＸ送信票）［高等学校→学校教育課］

高等学校入学者選抜における
欠 席 者 数 等 報 告 書

送 信 日 令和 4年 3月 8日（火）

送 信 先 県教育庁学校教育課高等学校指導グループ 行
［ ＦＡＸ番号 0 1 7 － 7 3 4 － 8 2 7 0 ］

送 信 元
校学等高立県森青

）程課の制（

送 信 者 職 氏名

令和 4 年 3 月 8 日（火）に実施した入学者選抜の学力検査等において、欠席及び辞退し

た人数等を報告します。

学科（部）名 欠席者数 辞退者数 備考

1　欠席者数及び辞退者数について、各学科（部）ごとに記入する。

2　欠席者及び辞退者がいない場合は、備考欄に「なし」と記入する。

3　令和 4 年 3 月 8 日（火）面接及び実技検査等終了後、速やかに、ＦＡＸで学校教育課に

提出する。

4　一部欠席者については、欠席者数に含め、備考欄に欠席した教科等（面接、実技検査も

含む）を記載すること。

5　欠席者がいない場合も必ず提出すること。

- 32 - 

様式第14号（用紙Ａ 4判 縦型） 

 

                             令和  年  月  日 

青森県教育委員会教育長 殿                                                    
   

立      中学校 

校長             印 

  
入学者選抜出願先変更承認願について（副申） 

 

本校生徒（卒業生）（氏名）の入学者選抜出願先変更承認願について事情を調査した

結果、下記のとおり副申します。 

 

記 

 

 
本  人 

氏  名  性  別   

現 住 所  

保 護 者 
氏  名  本人との続柄  

現 住 所  

はじめに出願した 

学校名及び受検番号 

県立        高等学校 

       科    部 （    ）制の課程 

 受検番号 

変 更 を 希 望 す る 

学   校   名 

県立        高等学校 

       科    部 （    ）制の課程 

理   由 

 

所   見 

 

 

中学校所在地 

及 び 

電 話 番 号 

〒 

 

 

電話（    ）   － 
 

（注意）理由の欄には、家庭事情等、出願先変更を必要とする理由について、調査の結果を詳細

に記入すること。 



―　34　―

様式第15号の 2（用紙Ａ 4 判 縦型）

（ＦＡＸ送信票）［高等学校→学校教育課］

高等学校入学者選抜追検査における
欠 席 者 数 等 報 告 書

送 信 日 令和 4 年 3月14日（月）

送 信 先 県教育庁学校教育課高等学校指導グループ 行
［ ＦＡＸ番号 0 1 7 － 7 3 4 － 8 2 7 0 ］

送 信 元
校学等高立県森青

）程課の制（

送 信 者 職 氏名

令和 4 年 3 月14日（月）に実施した入学者選抜追検査の学力検査等において、欠席及び

辞退した人数等を報告します。

学科（部）名 欠席者数 辞退者数 備考

1　欠席者数及び辞退者数について、各学科（部）ごとに記入する。

2　欠席者及び辞退者がいない場合は、備考欄に「なし」と記入する。

3　令和 4年 3 月14日（月）面接及び実技検査等終了後、速やかに、ＦＡＸで学校教育課に

提出する。

4　一部欠席者については、欠席者数に含め、備考欄に欠席した教科等（面接、実技検査も

含む）を記載すること。

5　欠席者及び辞退者がいない場合も必ず提出すること。
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様式第15号の 3（用紙Ａ 4判 縦型）

（ＦＡＸ送信票）［高等学校→学校教育課］

高等学校入学者選抜再募集における
欠 席 者 数 等 報 告 書

送 信 日 令和 4年 3 月22日（火）

送 信 先 県教育庁学校教育課高等学校指導グループ 行

送 信 元
校学等高立県森青

）程課の制（

送 信 者 職 氏名

令和 4年 3月22日（火）に実施した入学者選抜再募集の学力検査等において、欠席及び

辞退した人数等を報告します。

学科（部）名 欠席者数 辞退者数 備考

1　欠席者数及び辞退者数について、各学科（部）ごとに記入する。

2　欠席者及び辞退者がいない場合は、備考欄に「なし」と記入する。

3　令和 4年 3 月22日（火）面接及び実技検査等終了後、速やかに、ＦＡＸで学校教育課に

提出する。

4　 一部欠席者については、欠席者数に含め、備考欄に欠席した検査等（面接、実技検査も

含む）を記載すること。

5　欠席者及び辞退者がいない場合も必ず提出すること。

［ ＦＡＸ番号 0 1 7 － 7 3 4 － 8 2 7 0 ］
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様式第１6号（用紙Ａ 4判　縦型）

令和 4 年度青森県立高等学校
入学者選抜追検査受検希望届

令和 年 月 日

この度、本校生徒（卒業生）である は、
（ 出 願 者 氏 名 ）

を理由に、

貴校の令和 4 年度高等学校入学者選抜学力検査等を欠席しました。

ついては、追検査の受検を希望しますので、よろしくお願いします。

注 中学校長は、出願先県立高等学校の校長に 3月 9 日（水）午後 2時までに電話で追検査

の受検希望者の受検番号及び氏名を連絡し、併せて「令和 4年度青森県立高等学校入学者

選抜追検査受検希望届」を作成し、ＦＡＸで送信した上で、速やかに郵送すること。

青森県立 高等学校長 殿

出願学科（部） 科 部

受検番号 番

出願者氏名

在学（出身）中学校 立 中学校

校 長 印
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県境隣接地域県立高等学校入学志願者取扱協定について（岩手県） 

             

 岩手県教育委員会と青森県教育委員会は、県境隣接地域に住所を有する者の県外県立高

等学校への入学志願者の取扱いについて、次のように協定している。 

 

1 他方の県の県立高等学校へ入学志願することについては、別表の上欄に掲げる市町村

に住所を有する者が、当該下欄に掲げる県外県立高等学校に志願する場合において、相

互に認めるものとする。 

2 県外県立高等学校への入学志願は、 1校に限り認めるものとし、県内県立高等学校と

県外県立高等学校との併願は認めないものとする。 

3 前項の併願を防止するため、県外県立高等学校への入学を志願する場合は、願書に併

願がない旨の在学又は出身中学校の長の証明書を添付させるものとする。 

また、県外からの入学志願書を受理した県立高等学校長は、当該願書を提出した者が

所在する市町村が属する地域の県立高等学校の出願者名簿を閲覧することができるも

のとする。 

4 県外県立高等学校へ出願した者は、当該県立高等学校の属する県が行う学力検査等を

受けるものとする。 

5 願書を受理した県外からの入学志願者については、別表の上欄に掲げる市町村の入学

志願者と同一に取り扱うものとする。 
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別 表 

                                                              

（市町村名は、受検資格を持つ中学生の居住地を示す。） 

岩 手 県 側 

 

【市町村名】 

  久慈市  二戸市  八幡平市（平成17年 8月31日における安代町の区域に限る） 

 軽米町   洋野町  下閉伊郡岩泉町のうち安家  

 普代村  野田村  九戸村 

 

 

【志願できる県立高等学校名】 

八戸高等学校       八戸東高等学校      八戸北高等学校 

八戸西高等学校      三戸高等学校       名久井農業高等学校 

八戸工業高等学校     八戸水産高等学校          八戸商業高等学校 

八戸中央高等学校 

 

 

 

青 森 県 側 

 

【市町村名】 

八戸市   三戸町   五戸町   田子町   南部町   階上町 

新郷村 

 

 

【志願できる県立高等学校名】 

久慈高等学校       久慈東高等学校      久慈工業高等学校 

種市高等学校       大野高等学校       軽米高等学校 

伊保内高等学校      福岡高等学校       福岡工業高等学校 

 

（注）市町村名は令和 2年 6月 1日現在のものである。 
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県境隣接地域県立高等学校志願者取扱協定について（秋田県） 

           

 秋田県教育委員会と青森県教育委員会は、県境隣接地域に住所を有する者の県外県立高

等学校への入学志願者の取扱いについて、次のように協定している。 

 

1 他方の県の県立高等学校へ入学志願することについては、別表の上欄に掲げる市町村

に住所を有する者が、当該下欄に掲げる県外県立高等学校に志願する場合において、相

互に認めるものとする。 

2 県外県立高等学校への入学志願は、 1校に限り認めるものとし、県内県立高等学校と

県外県立高等学校との併願は認めないものとする。 

3 前項の併願を防止するため、県外県立高等学校への入学を志願する場合は、併願がな

い旨の在学又は出身中学校の長の証明書を願書に添付させるものとする。 

また、県外からの入学願書を受理した県立高等学校長は、当該願書を提出した者の属

する県境隣接地域の県立高等学校の出願者名簿を閲覧することができるものとする。 

4 県外県立高等学校へ出願した者は、当該県立高等学校の属する県が行う学力検査等を

受けるものとする。 

5 願書を受理した県外からの入学志願者については、別表の上欄に掲げる市町村の入学

志願者と同一に取り扱うものとする。 
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別 表 

                                                              

（市町村名は、受検資格を持つ中学生の居住地を示す。） 

岩 手 県 側 

 

【市町村名】 

  久慈市  二戸市  八幡平市（平成17年 8月31日における安代町の区域に限る） 

 軽米町   洋野町  下閉伊郡岩泉町のうち安家  

 普代村  野田村  九戸村 

 

 

【志願できる県立高等学校名】 

八戸高等学校       八戸東高等学校      八戸北高等学校 

八戸西高等学校      三戸高等学校       名久井農業高等学校 

八戸工業高等学校     八戸水産高等学校          八戸商業高等学校 

八戸中央高等学校 

 

 

 

青 森 県 側 

 

【市町村名】 

八戸市   三戸町   五戸町   田子町   南部町   階上町 

新郷村 

 

 

【志願できる県立高等学校名】 

久慈高等学校       久慈東高等学校      久慈工業高等学校 

種市高等学校       大野高等学校       軽米高等学校 

伊保内高等学校      福岡高等学校       福岡工業高等学校 

 

（注）市町村名は令和 2年 6月 1日現在のものである。 
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別 表 

 

（市町村名は、受検資格を持つ中学生の居住地を示す。） 

秋 田 県 側 

 

【市町村名】 

鹿角市  小坂町  大館市  北秋田市  能代市  藤里町  八峰町 

 

 

【志願できる県立高等学校名】 

弘前高等学校        弘前中央高等学校     弘前南高等学校 

木造高等学校        鰺ヶ沢高等学校      五所川原高等学校  

黒石高等学校         尾上総合高等学校         五所川原農林高等学校    

柏木農業高等学校       弘前工業高等学校     五所川原工科高等学校 

弘前実業高等学校 

 

 

 青 森 県 側 

 

【市町村名】 

 青森市のうち浪岡        弘前市     黒石市     五所川原市 

 十和田市のうち奥瀬字十和田湖畔 つがる市    平川市     鰺ヶ沢町 

 深浦町     鶴田町     中泊町     板柳町     西目屋村 

  藤崎町     大鰐町     田舎館村 

 

 

【志願できる県立高等学校名】 

花輪高等学校      十和田高等学校     小坂高等学校 

大館鳳鳴高等学校    大館桂桜高等学校    大館国際情報学院高等学校 

秋田北鷹高等学校    能代高等学校      能代松陽高等学校 

能代科学技術高等学校     

 

（注）市町村名は令和 3年 6月18日現在のものである。 
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令和 4 年度青森県立高等学校 

（通信制の課程）入学者選抜要項 
                                         

令和 4年度における青森県立高等学校（以下「県立高等学校」という。）の通信制の課程

に入学する者の選抜は、この要項によって実施する。 

 

1 設  置  校 

    

通信制の課程を設置する県立高等学校は、次のとおりである。  

学  校  名 所  在  地 

青森県立北斗高等学校 〒030-0813 青森市松原二丁目 1の 24   電話 017-734-4464 

青森県立八戸中央高等学校 〒031-0803 八戸市諏訪一丁目 2の 17   電話 0178-22-2039 

青森県立尾上総合高等学校 〒036-0211 平川市高木松元 7の 6      電話 0172-57-5528 

 

2 募  集  人  員 

     

県立高等学校の通信制の課程の募集人員は、別に定める。 

 

3 出  願  資  格 

   

県立高等学校の通信制の課程に出願することができる者は、青森県内に住所を有する者の

うち、次に掲げる者とする。 

(1) 令和 4年 3月に中学校又はこれに準ずる学校（以下「中学校」という。）を卒業する

見込みの者 

(2) 中学校を卒業した者 

(3) 学校教育法施行規則第95条の各号のいずれかに該当する者 

 

4  出 願 の 制 限 

     

出願できる県立高等学校の通信制の課程は、 1人、 1校に限るものとする。 

 

5  出 願 の 手 続 

 

(1) 出願書類 

出願に必要な書類は、次のとおりとする。 

ア 入学願書（通様式第 1号）       

イ 調査書（「令和 4年度青森県立高等学校（全日制の課程及び定時制の課程）入学者選

抜要項」の様式第 2号に同じ。） 

ウ 3 出願資格(3)に該当する者は、調査書に代えて、次の書類を提出する。 

(ｱ) 入学出願資格に関する証明書 

(ｲ) 最終在籍学校又は中学校卒業程度認定試験の成績証明書 

(ｳ) 令和 3年 4月 1日以降に検査を受けた健康診断書 
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別 表 

 

（市町村名は、受検資格を持つ中学生の居住地を示す。） 

秋 田 県 側 

 

【市町村名】 

鹿角市  小坂町  大館市  北秋田市  能代市  藤里町  八峰町 

 

 

【志願できる県立高等学校名】 

弘前高等学校        弘前中央高等学校     弘前南高等学校 

木造高等学校        鰺ヶ沢高等学校      五所川原高等学校  

黒石高等学校         尾上総合高等学校         五所川原農林高等学校    

柏木農業高等学校       弘前工業高等学校     五所川原工科高等学校 

弘前実業高等学校 

 

 

 青 森 県 側 

 

【市町村名】 

 青森市のうち浪岡        弘前市     黒石市     五所川原市 

 十和田市のうち奥瀬字十和田湖畔 つがる市    平川市     鰺ヶ沢町 

 深浦町     鶴田町     中泊町     板柳町     西目屋村 

  藤崎町     大鰐町     田舎館村 

 

 

【志願できる県立高等学校名】 

花輪高等学校      十和田高等学校     小坂高等学校 

大館鳳鳴高等学校    大館桂桜高等学校    大館国際情報学院高等学校 

秋田北鷹高等学校    能代高等学校      能代松陽高等学校 

能代科学技術高等学校     

 

（注）市町村名は令和 3年 6月18日現在のものである。 
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(2) 出願用紙の交付  

出願に必要な用紙は、 1  設置校において、令和 4年 2月 1日（火）から交付するので、

事前に出願先県立高等学校に電話連絡の上、直接受け取りに行くこと。また、郵送による

交付を希望する場合は、事前に出願先県立高等学校に電話連絡し、送付用封筒（角形 2号。

郵便番号記入、宛名明記、 1部希望する場合は140円分の切手貼付。）を同封の上、請求

すること。 

(3) 入学願書等の提出 

ア  出願者は、入学願書に所要事項を記入の上、合否結果送付用封筒（原則として簡易書

留。角形 2号。郵便番号記入、宛名明記、570円分の切手貼付。）を添えて、在学（出

身）中学校の校長に提出する。 

イ  中学校の校長は、出願者から提出された書類に、調査書及び合否結果送付用封筒（原

則として簡易書留。長形3号。郵便番号記入、宛名明記、404円分の切手貼付。）を添

えて、定められた受付期間内に、出願先県立高等学校の校長に提出する。 

ウ 3 出願資格(3)に該当する者は、出願書類及び合否結果送付用封筒（原則として簡 

易書留。角形 2号。郵便番号記入、宛名明記、570円分の切手貼付。）を、定められた

受付期間内に、出願先県立高等学校の校長に提出する。 

 

6 入学願書の受付 

 

(1) 入学願書の受付期間は、令和 4年 3月 2日(水)から同年 3月25日(金)までとする。受付

時間は 9時から16時までとする。ただし、土曜日、日曜日、休日は除く。 

(2) 郵送の場合は、受付期間の最終日の消印のあるものは受け付ける。 

                           

7 選 抜 の 方 法 

 

(1) 県立高等学校の校長は、校内教員をもって入学者選抜委員会を構成し、入学者の選抜に

当たる。 

(2) 入学者の選抜は、入学願書とともに提出された調査書その他の書類を資料として行うも

のとする。 

(3) 県立高等学校の校長は、面接や作文を必要と認めたときは、これを実施することができ

る。この場合は、その結果を選抜のための資料に加える。 

 

8 合格者の発表 

 

令和 4年 4月 8日(金)までに本人及び在学（出身）中学校の校長に合否結果を通知する。

また、県立高等学校の校長は、「合格者数報告（通様式第 2号）」によって、令和 4年 4月

11日(月)までに青森県教育庁学校教育課長に報告すること。 

 

9 そ  の  他 

 

(1) この要項に定めるもののほか、調査書の作成については、「令和 4 年度青森県立高等学

校（全日制の課程及び定時制の課程）入学者選抜要項」によるものとする。 

(2) 後期入学に係る選抜については、別に定める。 
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通様式第 1号 

入 学 願 書 
 

貴校通信制の課程に入学したいので、許可くださるようお願いします。 

        

令和  年  月  日 

 

青森県立      高等学校長 殿 
 

ふ り が な  

本 人 氏 名  

保護者氏名  

 

本 
 
 

人 

現   住   所 
〒 

電話 

在学(出身)中学校  

生 年 月 日 
昭和 

平成 
年   月   日生 年 齢 満   歳 

 

保
護
者 

現  住  所
〒 

電話 

本人と 

の続柄 

 

 

学 歴 及 び 職 歴 の 記 録
 

学 
 
 

歴 

学  校  名 制 度 修  学  期  間 卒業・修了 
中途退学 

 年制 年  月から 
年  月まで 年  か月  

 年制 年  月から 
年  月まで 年  か月  

 年制 年  月から 
年  月まで 年  か月  

職 
 

歴 

年 月 日 勤務先（職名） 
勤務先所在地 
（電 話） 

労 働 条 件 
（勤務時間等） 

      

      

      

記入上の注意 

1 年齢は令和 4年 4月 1日現在で記入すること。 

2 在学（出身）中学校は、該当するものを〇で囲む。 

3 保護者に関する欄は、出願時に本人が成人に達している場合には、記入する必要はない。 

4 学歴及び職歴の記録は、令和 4年 3月に中学校を卒業する見込みの者又は令和 4年 3月に

中学校を卒業した者については、記入する必要はない。 

5 氏名はペン書き（黒又は青）とし、原則として自署とする。 

6 保護者の現住所が本人と同じである場合は、「本人と同じ」の記入でよい。 

7 日付は、願書を中学校に提出する月日とする。  

受付番号  
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(2) 出願用紙の交付  

出願に必要な用紙は、 1  設置校において、令和 4年 2月 1日（火）から交付するので、

事前に出願先県立高等学校に電話連絡の上、直接受け取りに行くこと。また、郵送による

交付を希望する場合は、事前に出願先県立高等学校に電話連絡し、送付用封筒（角形 2号。

郵便番号記入、宛名明記、 1部希望する場合は140円分の切手貼付。）を同封の上、請求

すること。 

(3) 入学願書等の提出 

ア  出願者は、入学願書に所要事項を記入の上、合否結果送付用封筒（原則として簡易書

留。角形 2号。郵便番号記入、宛名明記、570円分の切手貼付。）を添えて、在学（出

身）中学校の校長に提出する。 

イ  中学校の校長は、出願者から提出された書類に、調査書及び合否結果送付用封筒（原

則として簡易書留。長形3号。郵便番号記入、宛名明記、404円分の切手貼付。）を添

えて、定められた受付期間内に、出願先県立高等学校の校長に提出する。 

ウ 3 出願資格(3)に該当する者は、出願書類及び合否結果送付用封筒（原則として簡 

易書留。角形 2号。郵便番号記入、宛名明記、570円分の切手貼付。）を、定められた

受付期間内に、出願先県立高等学校の校長に提出する。 

 

6 入学願書の受付 

 

(1) 入学願書の受付期間は、令和 4年 3月 2日(水)から同年 3月25日(金)までとする。受付

時間は 9時から16時までとする。ただし、土曜日、日曜日、休日は除く。 

(2) 郵送の場合は、受付期間の最終日の消印のあるものは受け付ける。 

                           

7 選 抜 の 方 法 

 

(1) 県立高等学校の校長は、校内教員をもって入学者選抜委員会を構成し、入学者の選抜に

当たる。 

(2) 入学者の選抜は、入学願書とともに提出された調査書その他の書類を資料として行うも

のとする。 

(3) 県立高等学校の校長は、面接や作文を必要と認めたときは、これを実施することができ

る。この場合は、その結果を選抜のための資料に加える。 

 

8 合格者の発表 

 

令和 4年 4月 8日(金)までに本人及び在学（出身）中学校の校長に合否結果を通知する。

また、県立高等学校の校長は、「合格者数報告（通様式第 2号）」によって、令和 4年 4月

11日(月)までに青森県教育庁学校教育課長に報告すること。 

 

9 そ  の  他 

 

(1) この要項に定めるもののほか、調査書の作成については、「令和 4 年度青森県立高等学

校（全日制の課程及び定時制の課程）入学者選抜要項」によるものとする。 

(2) 後期入学に係る選抜については、別に定める。 
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通様式第 2号（用紙Ａ 4判 縦型） 

 

 

合 格 者 数 報 告 
 

青森県立       高等学校 

（通信制の課程） 

 

 
 出 願 者 数 合 格 者 数 備      考 

 

    

   
 

    

 

 



―　45　―
- 45 - 

 

令和 4年度 

青森県立特別支援学校高等部入学者選抜基本方針 
 

 

 青森県立特別支援学校高等部における入学者の選抜は、この方針によって実施する。 

 入学者の選抜は、教育の機会均等の精神にのっとり、公正かつ妥当な方法で、高等部を設置する各特別

支援学校及び学科の特色に応じ、能力・適性、意欲、努力の成果などを様々な観点から評価し、適正に選

抜されるよう実施するものとする。 

 

1 特別支援学校の通学区域は、県下一円とする。 

 

2 入学者の選抜は、次のとおりとする。 

(1) 出願は、 1人、1校 1学科に限るものとする。ただし、青森県立盲学校に出願する場合は、普通科

と保健理療科との間で第 2志望を認める。 

(2) 選抜は、中学校等の校長から提出される調査書、各特別支援学校で実施する面接の結果及び必要に

応じて実施する諸検査の結果を選抜資料とし、総合的に判定し行うものとする。 

(3) 青森県立青森第二高等養護学校又は青森県立八戸高等支援学校の産業科に出願し、やむを得ない事

由によって入学者選抜の学力検査等を受検できなかった者を対象に、別に定めるところにより、追検

査を行うものとする。 

(4) (1)にかかわらず、青森県立青森第二高等養護学校又は青森県立八戸高等支援学校の産業科に出願し、

合格しなかった場合は、知的障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校（青森県立八戸高等

支援学校を含む。）の普通科に出願することができる。 

 

3 面接及び諸検査は、障害の特性・状況に十分配慮して適切に実施するものとする。 

 

4 選抜に当たっては、各特別支援学校において入学者選抜委員会を設け、公正に行うものとする。 
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通様式第 2号（用紙Ａ 4判 縦型） 

 

 

合 格 者 数 報 告 
 

青森県立       高等学校 

（通信制の課程） 

 

 
 出 願 者 数 合 格 者 数 備      考 
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令和 4 年度青森県立特別支援学校 

高 等 部 入 学 者 選 抜 要 項 
 

令和 4 年度における青森県立特別支援学校（以下「県立特別支援学校」という。）の高等

部の第 1 学年に入学する者の選抜は、この要項によって実施する。 

なお、本要項は、県立特別支援学校の高等部の入学者選抜に関する 共通事項を示したもの

であるため、詳細は、各県立特別支援学校が定める募集要項によって実施する。 

 

1  募 集 人 員 

 

県立特別支援学校の高等部の各学科の入学者募集人員は、別に定める。 

 

2  出 願 資 格 

 

県立特別支援学校の高等部に出願することができる者は、視覚障害者、聴覚障害者、知

的障害者、肢体不自由者及び病弱者（身体虚弱者を含む。）で、次に掲げる者とする。 

(1) 令和 4 年 3 月に特別支援学校の中学部又は中学校を卒業する見込みの者 

(2) 特別支援学校中学部（盲学校、聾学校及び養護学校中学部を含む。）又は中学校を卒

業した者 

(3) 学校教育法施行規則第95条の各号のいずれかに該当する者 

 

3  出願の制限 

 

(1) 出願できる県立特別支援学校は、 1 人、 1 校 1 学科に限る。 

(2) 県立特別支援学校に出願した場合は、県立高等学校に出願できない。 

(3) 県立盲学校に出願する場合は、普通科と保健理療科の間で第 2 志望を認める。 

(4)  (1)にかかわらず、県立青森第二高等養護学校又は県立八戸高等支援学校の産業科に出

願し、合格しなかった場合は、知的障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校

（県立八戸高等支援学校を含む。）の普通科に出願することができる。 

 

4  出願の手続 

 

(1) 出願書類 

出願に必要な書類は、次のとおりとする。 

ア  入学願書（特様式第 1 号） 

イ  調 査 書（特様式第 2 号） 

ただし、 2  出願資格(3)に該当する者は、調査書に代えて、次の書類を提出すること。 

(ｱ) 入学出願資格に関する証明書 
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(ｲ) 最終在籍学校又は中学校卒業程度認定試験の成績証明書 

(ｳ) 健康診断書（令和 3 年 4 月 1 日以降に検査を受けたもの。） 

(2)  出願用紙の交付 

ア 出願用紙は、出願先県立特別支援学校において交付する。 

出願者の在学（出身）の学校の校長は、出願用紙申込書（特様式第 3号）を出願先県

立特別支援学校長に提出する。なお、郵便により出願用紙を請求する場合は、必ず送

付用封筒（郵便番号記入、宛名明記、切手貼付。）を同封の上、申し込むこと。 

イ 交付期間 

令和 3 年11月 1 日(月)～令和 3 年12月24日(金) 

（土曜日、日曜日、休日を除く。） 

(3)  出願手続 

ア 出願者は、入学願書（特様式第 1 号）に所要事項を記入の上、在学（出身）の学校の

校長に提出する。 

イ 出願者の在学（出身）の学校の校長は、次の書類を、定める受付期間内に、出願先

県立特別支援学校の校長に提出する。 

(ｱ) 入学願書（特様式第 1 号） 

(ｲ) 調 査 書（特様式第 2 号） 

(ｳ) 受検票等送付用封筒 角形 0 号 

(ｴ) 合否結果等送付用封筒 角形 0 号 

（(ｳ) (ｴ)については原則として簡易書留。郵便番号記入、宛名明記、540円分の切

手貼付。中学校等が直接学校に取りに行く場合は、切手は不要で、あらかじめ封筒

に明記。） 

ウ 県立青森第二高等養護学校又は県立八戸高等支援学校の産業科に出願する者のうち、

合格しなかった場合に、知的障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校（県

立八戸高等支援学校を含む。）の普通科への出願を希望する者については、県立青森

第二高等養護学校又は県立八戸高等支援学校の校長にのみ提出する。 

エ 県立青森第二高等養護学校及び県立八戸高等支援学校の校長は、産業科に出願し、

合格しなかった者の入学願書（特様式第 1 号）及び調査書（特様式第 2 号）を、出願 

者が、合格しなかった場合に出願を希望する知的障害者である生徒に対する教育を行

う特別支援学校の校長に速やかに送付する。 

(4) 入学願書の受付 

ア 入学願書の受付期間は、令和 4 年 1 月 6 日(木)から令和 4 年 1 月20日(木)までとす

る。受付時間は、 9 時から16時（最終日は正午）までとする。ただし、土曜日、日曜

日、休日を除く。 

イ 郵送の場合は、受付期間の最終日における受付時間内に到着しなければならない。 

(5) 受検票の交付 

各県立特別支援学校の校長は、受検番号を記入し校長印を押した受検票を、各特別

支援学校及び各中学校の校長を通じ出願者に交付する。 
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令和 4 年度青森県立特別支援学校 

高 等 部 入 学 者 選 抜 要 項 
 

令和 4 年度における青森県立特別支援学校（以下「県立特別支援学校」という。）の高等

部の第 1 学年に入学する者の選抜は、この要項によって実施する。 

なお、本要項は、県立特別支援学校の高等部の入学者選抜に関する 共通事項を示したもの

であるため、詳細は、各県立特別支援学校が定める募集要項によって実施する。 

 

1  募 集 人 員 

 

県立特別支援学校の高等部の各学科の入学者募集人員は、別に定める。 

 

2  出 願 資 格 

 

県立特別支援学校の高等部に出願することができる者は、視覚障害者、聴覚障害者、知

的障害者、肢体不自由者及び病弱者（身体虚弱者を含む。）で、次に掲げる者とする。 

(1) 令和 4 年 3 月に特別支援学校の中学部又は中学校を卒業する見込みの者 

(2) 特別支援学校中学部（盲学校、聾学校及び養護学校中学部を含む。）又は中学校を卒

業した者 

(3) 学校教育法施行規則第95条の各号のいずれかに該当する者 

 

3  出願の制限 

 

(1) 出願できる県立特別支援学校は、 1 人、 1 校 1 学科に限る。 

(2) 県立特別支援学校に出願した場合は、県立高等学校に出願できない。 

(3) 県立盲学校に出願する場合は、普通科と保健理療科の間で第 2 志望を認める。 

(4)  (1)にかかわらず、県立青森第二高等養護学校又は県立八戸高等支援学校の産業科に出

願し、合格しなかった場合は、知的障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校

（県立八戸高等支援学校を含む。）の普通科に出願することができる。 

 

4  出願の手続 

 

(1) 出願書類 

出願に必要な書類は、次のとおりとする。 

ア  入学願書（特様式第 1 号） 

イ  調 査 書（特様式第 2 号） 

ただし、 2  出願資格(3)に該当する者は、調査書に代えて、次の書類を提出すること。 

(ｱ) 入学出願資格に関する証明書 
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5  県外に住所を有する者の出願手続 

 

(1) 県外に住所を有する者が県立特別支援学校の高等部に出願する場合は、高等部出願承

認申請書（特様式第 4号）を青森県教育委員会に提出し、承認を得なければならない｡ 

(2) 県立特別支援学校の校長は、(1)による承認の得られない者の入学願書（特様式第 1号）

を受理することはできない。 

 

6  諸検査及び面接の実施日 

 

(1) 県立青森第二高等養護学校及び県立八戸高等支援学校の産業科 

令和 4年 2月 3日(木) 

(2) 県立青森第二高等養護学校及び県立八戸高等支援学校の産業科の追検査 

令和 4年 2月 8日(火) 

(3) 県立青森第二高等養護学校及び県立八戸高等支援学校の産業科を除く、県立特別支援

学校の普通科及び保健理療科 

令和 4年 2月24日(木) 

 

7  選抜の方法 

 

(1) 各県立特別支援学校の校長は、校内教員をもって入学者選抜委員会を構成し、入学者

の選抜に当たる。 

(2) 入学者の選抜に当たっては、調査書、面接及び必要に応じて実施する諸検査の結果に

基づき公正かつ総合的に判定する。 

(3) 病気、交通事故その他やむを得ない事由によって、諸検査及び面接の全部又は一部を

受けることができなかった者については、県立特別支援学校の校長が事情を調査の上、

適切な方法によって選抜を行う。 

ただし、県立青森第二高等養護学校又は県立八戸高等支援学校の産業科に出願した者

については、別に定めるところにより、追検査によって選抜を行う。 

 

8  新型コロナウイルス感染症への対応 

 

感染拡大により地域のまん延状況が深刻になった場合は、今後の国、県の対応方針や医

学的な知見、県内の感染状況等を確認しながら必要な対応について継続して検討し、公表

する。 

  

9  合格者の発表及び通知                                                                                                                                                   

 

(1) 日時 

ア 県立青森第二高等養護学校及び県立八戸高等支援学校の産業科 

令和 4年 2月14日(月)  9時 
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イ 県立青森第二高等養護学校及び県立八戸高等支援学校の産業科を除く、県立特別支

援学校の普通科及び保健理療科 

                 令和 4年 3月 3日(木) 9時 

(2) 方法 

各県立特別支援学校において受検番号で発表するとともに、各特別支援学校及び各中

学校の校長に通知する。 

 

10 出願及び選抜についての報告 

 

各県立特別支援学校の校長は、次により県教育庁学校教育課長に報告しなければならな

い。 

報告事項 期 限 方 法 

1 出願者数 

（学科別、男女別） 

令和 4年 1月20日(木) 

15時まで 

電話及び 

電子メール 

2 選抜結果 

（学科別、男女別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

県立青森第二高等

養護学校及び県立

八戸高等支援学校

の産業科 

令和 4年 2月14日(月) 

15時まで 

電話及び 

電子メール 

令和 4年 2月18日(金) 文書 

（特様式第 5号） 

県立青森第二高等

養護学校及び県立

八戸高等支援学校

の産業科を除く、

県立特別支援学校

の普通科及び保健

理療科 

令和 4年 3月 3日(木) 

10時まで 

電話及び 

電子メール 

令和 4年 3月 9日(水) 文書 

（特様式第 5号） 
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5  県外に住所を有する者の出願手続 

 

(1) 県外に住所を有する者が県立特別支援学校の高等部に出願する場合は、高等部出願承

認申請書（特様式第 4号）を青森県教育委員会に提出し、承認を得なければならない｡ 

(2) 県立特別支援学校の校長は、(1)による承認の得られない者の入学願書（特様式第 1号）

を受理することはできない。 

 

6  諸検査及び面接の実施日 

 

(1) 県立青森第二高等養護学校及び県立八戸高等支援学校の産業科 

令和 4年 2月 3日(木) 

(2) 県立青森第二高等養護学校及び県立八戸高等支援学校の産業科の追検査 

令和 4年 2月 8日(火) 

(3) 県立青森第二高等養護学校及び県立八戸高等支援学校の産業科を除く、県立特別支援

学校の普通科及び保健理療科 

令和 4年 2月24日(木) 

 

7  選抜の方法 

 

(1) 各県立特別支援学校の校長は、校内教員をもって入学者選抜委員会を構成し、入学者

の選抜に当たる。 

(2) 入学者の選抜に当たっては、調査書、面接及び必要に応じて実施する諸検査の結果に

基づき公正かつ総合的に判定する。 

(3) 病気、交通事故その他やむを得ない事由によって、諸検査及び面接の全部又は一部を

受けることができなかった者については、県立特別支援学校の校長が事情を調査の上、

適切な方法によって選抜を行う。 

ただし、県立青森第二高等養護学校又は県立八戸高等支援学校の産業科に出願した者

については、別に定めるところにより、追検査によって選抜を行う。 

 

8  新型コロナウイルス感染症への対応 

 

感染拡大により地域のまん延状況が深刻になった場合は、今後の国、県の対応方針や医

学的な知見、県内の感染状況等を確認しながら必要な対応について継続して検討し、公表

する。 

  

9  合格者の発表及び通知                                                                                                                                                   

 

(1) 日時 

ア 県立青森第二高等養護学校及び県立八戸高等支援学校の産業科 

令和 4年 2月14日(月)  9時 
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令和 4年度青森県立特別支援学校高等部産業科入学者選抜追検査取扱要項 

 

1  趣旨 

 

病気、交通事故その他やむを得ない事由（以下「やむを得ない事由」という。）により、

令和 4 年度青森県立特別支援学校高等部産業科入学者選抜において、学力検査等（以下「本

検査」という。）の全部又は一部を受検することができなかった者を対象に、学力検査等

を改めて受検する機会を確保するため、追検査を実施する。 

 

2  追検査を受検できる者 

   

本検査の全部又は一部を、やむを得ない事由により欠席し、かつ追検査の受検を希望す

る者とする。 

 

3  追検査の受検に係る手続 

 

(1) やむを得ない事由により、本検査を欠席する場合、在学（出身）中学校又は在学（出身）

特別支援学校中学部（以下「在学（出身）中学校等」という。）の校長は、あらかじめ、

出願先県立特別支援学校の校長に電話で欠席の連絡をすること。 

(2) 本検査を欠席した者（一部欠席者を含む）の追検査受検の希望の有無について、在学

（出身）中学校等の校長は、出願先県立特別支援学校の校長に、令和 4年 2月 4日(金)午

後 2時までに電話で連絡すること。なお、希望する者については、受検番号及び氏名を伝

え、併せて「令和 4年度青森県立特別支援学校高等部産業科入学者選抜追検査受検希望届」

（特様式第 6号、以下「追検査受検希望届」という。）を作成し、ＦＡＸで送信した上で、

速やかに郵送すること。 

(3) (2)により電話で連絡を受けた県立特別支援学校の校長は、令和 4年 2月 4日(金 )午後

3時までに電話で、追検査の希望者数（希望しない者の人数を含む）を学校教育課に報告

すること。 

(4) (2)により電話で連絡を受けた県立特別支援学校の校長は、令和 4年 2月 7日(月)正午

までに、追検査の受検を希望する者の在学（出身）中学校等の校長に、追検査に係る注

意事項をＦＡＸ等により配布すること。 

 

4  追検査の実施 

 

(1) 実施日 

令和 4年 2月 8日(火) 

(2) 検査場 

出願先県立特別支援学校 
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(3) 学力検査 

学力検査は、次の時間及び教科により実施する。 

13時45分～14時15分（30分） 国語・数学 

(4)  面接及びその他の検査 

面接及びその他の検査は、学力検査終了後、本検査と同様に各県立特別支援学校で定め

られた内容で実施する。 

(5)  その他 

出願者は、追検査当日、本検査用に交付された受検票を持参すること。 

 

5   選抜の方法 

  

(1) 追検査を実施する県立特別支援学校の校長は、校内教員をもって入学者選抜委員会を構

成し、入学者の選抜を行う。 

(2) 入学者の選抜に当たっては、本検査及び追検査で受検した学力検査等の結果及び在学

（出身）中学校等からの調査書に基づき公正かつ総合的に判定する。 

(3) やむを得ない事由によって、追検査を受けることができなかった者については、県立特

別支援学校の校長が事情を調査の上、適切な方法によって選抜を行う。 

  

6  合格者の発表及び通知 

    

追検査に係る合格発表については、この要項48ページの「9  合格者の発表及び通知」の

「(1) 日時」の「ア」による。 

  

7  その他 

 

この要項に定めるもののほか、追検査の実施について必要な事項は、青森県教育委員会

教育長が別に定める。 
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令和 4年度青森県立特別支援学校高等部産業科入学者選抜追検査取扱要項 

 

1  趣旨 

 

病気、交通事故その他やむを得ない事由（以下「やむを得ない事由」という。）により、

令和 4 年度青森県立特別支援学校高等部産業科入学者選抜において、学力検査等（以下「本

検査」という。）の全部又は一部を受検することができなかった者を対象に、学力検査等

を改めて受検する機会を確保するため、追検査を実施する。 

 

2  追検査を受検できる者 

   

本検査の全部又は一部を、やむを得ない事由により欠席し、かつ追検査の受検を希望す

る者とする。 

 

3  追検査の受検に係る手続 

 

(1) やむを得ない事由により、本検査を欠席する場合、在学（出身）中学校又は在学（出身）

特別支援学校中学部（以下「在学（出身）中学校等」という。）の校長は、あらかじめ、

出願先県立特別支援学校の校長に電話で欠席の連絡をすること。 

(2) 本検査を欠席した者（一部欠席者を含む）の追検査受検の希望の有無について、在学

（出身）中学校等の校長は、出願先県立特別支援学校の校長に、令和 4年 2月 4日(金)午

後 2時までに電話で連絡すること。なお、希望する者については、受検番号及び氏名を伝

え、併せて「令和 4年度青森県立特別支援学校高等部産業科入学者選抜追検査受検希望届」

（特様式第 6号、以下「追検査受検希望届」という。）を作成し、ＦＡＸで送信した上で、

速やかに郵送すること。 

(3) (2)により電話で連絡を受けた県立特別支援学校の校長は、令和 4年 2月 4日(金 )午後

3時までに電話で、追検査の希望者数（希望しない者の人数を含む）を学校教育課に報告

すること。 

(4) (2)により電話で連絡を受けた県立特別支援学校の校長は、令和 4年 2月 7日(月)正午

までに、追検査の受検を希望する者の在学（出身）中学校等の校長に、追検査に係る注

意事項をＦＡＸ等により配布すること。 

 

4  追検査の実施 

 

(1) 実施日 

令和 4年 2月 8日(火) 

(2) 検査場 

出願先県立特別支援学校 

 



―　52　―

- 52 - 
 

○ 追検査のおおまかな流れ 

 （詳細は、この要項50ページの「3 追検査の受検に係る手続」参照） 

(1)  欠席の連絡 

在学（出身）中学校等の校長は、次の事項を出願先県立特別

支援学校に電話で連絡する。 

①欠席の理由 ②追検査受検の希望の有無 

（本検査前日まで） 

 ※本検査当日の欠席の連絡は、確実に出願先県立特別支援学校

に伝わるように在学（出身）中学校等で定める。 

本検査当日 

2月 3日(木) 

↓ 
(2)  「追検査受検希望届」の作成、提出 

本検査を欠席した者（一部欠席者を含む）の追検査受検の希

望の有無について、在学（出身）中学校等の校長は、出願先県

立特別支援学校の校長に、電話で出願者の氏名及び受検番号を

連絡する。 

なお、希望する者については、受検番号及び氏名を伝え、併

せて、「追検査受検希望届」を作成し、ＦＡＸで送信した上で、

原本を郵送する。 

 

追検査受検者の 

電話連絡 

2月 4日(金) 

午後 2時まで 

 

「追検査受検希望届」 

を速やかに郵送 

↓ 
(3) 追検査実施予定の報告 

追検査を実施する県立特別支援学校の校長は、追検査の受検

者決定後、電話で追検査の希望者数（希望しない者の人数を含

む）を学校教育課に電話で報告する。 

2月 4 日(金) 

午後 3時まで 

↓ 
(4) 追検査実施予定の連絡 

追検査を実施する県立特別支援学校の校長は、追検査の受検

を希望する者の在学（出身）中学校等の校長に、追検査に係る

注意事項をＦＡＸ等により配布する。 

2 月 7 日(月) 

正午まで 

↓ 

追検査（学力検査、面接等）の実施 
2 月 8 日(火) 

午後 1 時45分～ 

↓ 
合格者の発表 2 月14日(月) 
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特様式第 1 号

年 月 日

青森県立　　　　　　　　学校長　殿

　　　　　　出 願 校　　　青森県立　　　　　　　　　学校

令和 

令和 4年度 青森県立特別支援学校高等部入学者選抜受検票

　貴校高等部　　　　　　　科に入学したいので、許可くださるようお願いします。

記入上の注意
　1　 青森県立盲学校、青森第一高等養護学校、青森第二高等養護学校又は八戸高等支援学校産業科へ
　　入学を志望するものは、上記の留意事項に従って入学志望の欄を記入すること。
　2　 在学（出身）学校は、該当するものを○で囲む。
　3　 氏名はペン書き（黒又は青）とし、原則として自署とする。
　4　 保護者の現住所が本人と同じである場合は、「本人と同じ」の記入でよい。
　5　 日付は、願書を中学校等に提出する月日とする。

昭和・平成　　　年　　　月　　　日生

氏名

第 2 志望第 1 志望

入　学

志　望

受検番号
（※ 4 ）

②

入　学　願　書

保護者 現住所

在学（出身）学校

①

受検番号
（※ 4 ）

本人との続柄

本 人 氏 名

ふりがな

生 年 月 日

産業科に合格しなかった場合
に出願を希望する県立特別支
援学校（※ 3 ）

県立盲学校におけ
る志望学科(※ 1 ）

   特別支援学校長印

①

※ 2 　県立青森第一高等養護学校に入学を希望する場合に、該当する校舎・障害の右欄の一つに○を記入する。

②

産業科に合格しなかった場合
に出願を希望する県立特別支
援学校

青森県立　　　　　　　　　　　　　学校

入　学

志　望

※ 3 　県立青森第二高等養護学校又は県立八戸高等支援学校の産業科に入学を希望し、合格しなかった場合に入学を希望する知的障害者である生徒に
　　対する教育を行う県立特別支援学校を記入すること。また、出願を希望しない場合は斜線を引くこと。

第 2 志望
（※ 1 ）

県立青森第一高等養護学校で
授業を受ける場所として希望
する校舎・障害（※ 2 ）

青森県立青森第一高等養護学校　（肢体不自由）

青森県立青森第一高等養護学校　（知 的 障 害）

青森県立　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校

第 1 志望

保護者氏名

ふりがな

※ 1 　県立盲学校に入学を希望し、第 2 志望がある場合に記入すること。また、第 2 志望がない場合は斜線を引くこと。

県立青森第一高等養護学校で
授業を受ける場所として希望
する校舎

県立盲学校におけ
る志望学科

本　人

現 住 所

在学 （出身） 学校

青森県立青森第一養護学校分教室（肢体不自由）

   特別支援学校長印

※4

この欄は学校が記入する。
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○ 追検査のおおまかな流れ 

 （詳細は、この要項50ページの「3 追検査の受検に係る手続」参照） 

(1)  欠席の連絡 

在学（出身）中学校等の校長は、次の事項を出願先県立特別

支援学校に電話で連絡する。 

①欠席の理由 ②追検査受検の希望の有無 

（本検査前日まで） 

 ※本検査当日の欠席の連絡は、確実に出願先県立特別支援学校

に伝わるように在学（出身）中学校等で定める。 

本検査当日 

2月 3日(木) 

↓ 
(2)  「追検査受検希望届」の作成、提出 

本検査を欠席した者（一部欠席者を含む）の追検査受検の希

望の有無について、在学（出身）中学校等の校長は、出願先県

立特別支援学校の校長に、電話で出願者の氏名及び受検番号を

連絡する。 

なお、希望する者については、受検番号及び氏名を伝え、併

せて、「追検査受検希望届」を作成し、ＦＡＸで送信した上で、

原本を郵送する。 

 

追検査受検者の 

電話連絡 

2月 4日(金) 

午後 2時まで 

 

「追検査受検希望届」 

を速やかに郵送 

↓ 
(3) 追検査実施予定の報告 

追検査を実施する県立特別支援学校の校長は、追検査の受検

者決定後、電話で追検査の希望者数（希望しない者の人数を含

む）を学校教育課に電話で報告する。 

2月 4 日(金) 

午後 3時まで 

↓ 
(4) 追検査実施予定の連絡 

追検査を実施する県立特別支援学校の校長は、追検査の受検

を希望する者の在学（出身）中学校等の校長に、追検査に係る

注意事項をＦＡＸ等により配布する。 

2 月 7 日(月) 

正午まで 

↓ 

追検査（学力検査、面接等）の実施 
2 月 8 日(火) 

午後 1 時45分～ 

↓ 
合格者の発表 2 月14日(月) 
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特様式第 2 号 

調  査  書 
   

 受 検 番 号  

ふりがな  性別  
平成 

 
令和 

年   月   日 
入 学 
転入学 
編入学 

学校名 
 

氏 名 
 

 
昭和・平成 年   月   日生 （       ）学級 

昭和 
平成 
令和 

年  月   日 卒業見込 
卒 業 

転入学・編 
入学の記録 

 

各 教 科 の 学 習 の 記 録 

教科 国 語 社 会 数 学 理 科 音 楽 美 術 保健体育 技術・家庭 外国語 計 総 計 

評 

定 

1 年           

 2 年           

3 年           

特 別 活 動 等 の 記 録 総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 記 録  

  

自 立 活 動 の 記 録 総 合 所 見 及 び 指 導 上 参 考 と な る 諸 事 項 

  

資 格 ・ 特 技 

 

欠 席 の 状 況 障害の状態及び健康等に関する特記すべき事項 

学 年 欠席日数 備  考  

1 年   

2 年   

3 年   

作成年月日 令和   年   月   日 
校長 

氏名 

 

作成者氏名  

 
印 
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特様式第 2 号 

調  査  書 
   

 受 検 番 号  

ふりがな  性別  
平成 

 
令和 

年   月   日 
入 学 
転入学 
編入学 

学校名 
 

氏 名 
 

 
昭和・平成 年   月   日生 （       ）学級 

昭和 
平成 
令和 

年  月   日 卒業見込 
卒 業 

転入学・編 
入学の記録 

 

各 教 科 の 学 習 の 記 録 

教科 国 語 社 会 数 学 理 科 音 楽 美 術 保健体育 技術・家庭 外国語 計 総 計 

評 

定 

1 年           

 2 年           

3 年           

特 別 活 動 等 の 記 録 総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 記 録  

  

自 立 活 動 の 記 録 総 合 所 見 及 び 指 導 上 参 考 と な る 諸 事 項 

  

資 格 ・ 特 技 

 

欠 席 の 状 況 障害の状態及び健康等に関する特記すべき事項 

学 年 欠席日数 備  考  

1 年   

2 年   

3 年   

作成年月日 令和   年   月   日 
校長 

氏名 

 

作成者氏名  

 
印 
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調査書作成上の注意 
 

1  記入上の一般的注意 

 

(1) 調査書は、令和 3年12月末現在で記入する。 

(2) 調査書は、Ａ 4表面 1枚とする。 

(3) 数字は、算用数字を用いる。 

(4) 記入する必要のない欄又は記入事項がない欄は、斜線を引く。  

(5) 「校長氏名」の欄の印は職印とする。  

 

2  各欄記入上の注意 

 

(1) 「氏名」の欄には、次のように記入する。 

ア 戸籍上の氏名を記入する。 

イ ふりがなは、氏名がひらがなの場合も記入する。 

ウ 生年月日は、昭和・平成について該当する文字を○で囲む。 

エ 外国人の場合、日本名による通称がある場合は、外国人の氏名とともに、その下に（  ）を

付して通称を記入する。 

(2) 「入学・転入学・編入学」については、生徒が第 1学年に入学した年月日又は転・編入学した

年月日を記入するとともに、入学・転入学・編入学について該当する文字を○で囲む。 

(3) 「学校名」の欄には、学校名を記入する。なお、特別支援学級に在籍している場合は、（ ）

に障害種別（弱視・難聴・知的・肢体不自由・病弱・自閉情緒）を記入する。 

(4) 「卒業見込・卒業」については、校長が卒業を認定する予定の年月日又は認定した年月日を記

入するとともに、卒業見込・卒業について該当する文字を○で囲む。 

(5) 「転入学・編入学の記録」の欄には、以前在学していた学校名と転・編入学年を記入する。 

また、海外帰国生徒については、この欄に○帰 と朱書した上、海外在住地名、海外在住期間を○

○年○○月～○○年○○月と記入する。 

(6) 「各教科の学習の記録」の欄には、次のように記入する。 

ア 評定については、当該学校の評定方法により記入する。 

イ 第 1学年及び第 2学年の各教科の評定は、指導要録に記載されたものを転記し、「計」の欄

には、各学年の各教科の評定の合計を記入する。 

ウ 第 3学年の各教科の評定は、原則として令和 3年12月末までの学習に基づいて記入し、「計」

の欄には、各学年の各教科の評定の合計を記入する。 

エ 「計」の欄には、各教科の評定の合計を記入する。 

オ 「総計」の欄には、学年別評定の合計を記入する。 

カ 各教科において、特記すべき点（学年により成績の変動が著しい場合、特定の教科の評定が

他の教科の評定に比べ著しく差がある場合等）があるときは、その具体的内容及び理由を「総

合所見及び指導上参考となる諸事項」に記入する。 
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(7) 「特別活動等の記録」の欄には、次のように記入する。 

ア この欄には、原則として第 3学年について記入するが、第 1学年、第 2学年において、顕著

な活動等がある場合は、そのことについても記入する。 

イ 特別活動における生徒の活動状況について主な事実を具体的に記入する。 

ウ 特別活動のほかに、部活動その他の文化的・体育的・奉仕的活動等において、顕著な活動等

がある場合、それらの活動状況についても事実を具体的に記入する。 

(8) 「資格・特技」の欄には、取得している資格及び特技について具体的に記入する。 

(9) 「総合的な学習の時間の記録」の欄には、学習活動や評価の観点、生徒にどのような力が身に

付いたかなどを文章で記述する。原則として第 3学年について記入するが、第 1学年、第 2学年

において、顕著な取組等がある場合は、そのことについても記入できる。 

(10) 「自立活動の記録」の欄には、学習の状況、変容等について記入する。 

(11) 「総合所見及び指導上参考となる諸事項」の欄には、生徒の状況を総合的に把握する上で参考

となる次のような事項などについて記入する。 

ア 各教科に関する所見 

イ 進路指導に関する事項及び所見 

ウ 行動に関する特記すべき事項及び所見 

エ 生徒の人柄や特徴に関する所見 

オ 生徒の成長の状況に関わる総合的な所見 

※  「特別の教科 道徳」の評価については、入学者選抜において合否判定に活用しないことと

しているので記載しない。 

(12) 「欠席の状況」の欄には、次のように記入する。 

ア 「欠席日数」の欄には、各学年の欠席日数を記入する。 

イ 同一学年において 7日以上の欠席がある場合には、その理由を備考欄に記入する。 

(13) 「障害の状態及び健康等に関する特記すべき事項」の欄には、次のように記入する。 

ア 障害の種類、程度及び健康や身体状況等に関し、特記すべき事項や指導上参考となる諸事項

がある場合は、それを記入する。 

イ 学力検査等の受検に当たって、特に配慮する必要があるものについては、配慮してほしい事

項とその理由を記入する。 

(14) 令和 3年 3月以前に特別支援学校中学部（盲学校、聾学校及び養護学校中学部を含む）又は中

学校を卒業した者については、次の事項に留意する。 

ア 卒業後の状況、経歴等について、「総合所見及び指導上参考となる諸事項」の欄に記入する。 

イ その他は、指導要録に記載された内容をもとに、(1)～(13)に準じて記入する。 
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(7) 「特別活動等の記録」の欄には、次のように記入する。 

ア この欄には、原則として第 3学年について記入するが、第 1学年、第 2学年において、顕著

な活動等がある場合は、そのことについても記入する。 

イ 特別活動における生徒の活動状況について主な事実を具体的に記入する。 

ウ 特別活動のほかに、部活動その他の文化的・体育的・奉仕的活動等において、顕著な活動等

がある場合、それらの活動状況についても事実を具体的に記入する。 

(8) 「資格・特技」の欄には、取得している資格及び特技について具体的に記入する。 

(9) 「総合的な学習の時間の記録」の欄には、学習活動や評価の観点、生徒にどのような力が身に

付いたかなどを文章で記述する。原則として第 3学年について記入するが、第 1学年、第 2学年

において、顕著な取組等がある場合は、そのことについても記入できる。 

(10) 「自立活動の記録」の欄には、学習の状況、変容等について記入する。 

(11) 「総合所見及び指導上参考となる諸事項」の欄には、生徒の状況を総合的に把握する上で参考

となる次のような事項などについて記入する。 

ア 各教科に関する所見 

イ 進路指導に関する事項及び所見 

ウ 行動に関する特記すべき事項及び所見 

エ 生徒の人柄や特徴に関する所見 

オ 生徒の成長の状況に関わる総合的な所見 

※  「特別の教科 道徳」の評価については、入学者選抜において合否判定に活用しないことと

しているので記載しない。 

(12) 「欠席の状況」の欄には、次のように記入する。 

ア 「欠席日数」の欄には、各学年の欠席日数を記入する。 

イ 同一学年において 7日以上の欠席がある場合には、その理由を備考欄に記入する。 

(13) 「障害の状態及び健康等に関する特記すべき事項」の欄には、次のように記入する。 

ア 障害の種類、程度及び健康や身体状況等に関し、特記すべき事項や指導上参考となる諸事項

がある場合は、それを記入する。 

イ 学力検査等の受検に当たって、特に配慮する必要があるものについては、配慮してほしい事

項とその理由を記入する。 

(14) 令和 3年 3月以前に特別支援学校中学部（盲学校、聾学校及び養護学校中学部を含む）又は中

学校を卒業した者については、次の事項に留意する。 

ア 卒業後の状況、経歴等について、「総合所見及び指導上参考となる諸事項」の欄に記入する。 

イ その他は、指導要録に記載された内容をもとに、(1)～(13)に準じて記入する。 
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特様式第 3号（用紙� 4 判  縦型）  
令和  年  月  日 

 
青森県立       学校 
校 長                殿 

 
立    学校 

校 長   
      （公 印 省 略） 

 
 

出 願 用 紙 申 込 書 
 
 

出願予定者数 出願用紙所要枚数 備 考 
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特様式第 4号（用紙� 4判 縦型） 

 受検番号 ＊ 

＊この欄は学校が記入する。 

 

青森県立特別支援学校高等部出願承認申請書 
 

令和  年   月   日 

 

青森県教育委員会教育長 殿 

 ふりがな 

本 人 氏名  

ふりがな  

保護者 氏名  

 

青森県立          学校高等部に出願したいので、承認してください。 

 

本

人 

現 住 所 
〒 

 

在学（出身）学校           立                学校 

卒業（見込）年月日  平成 ・ 令和    年    月    日   卒業（見込） 

生 年 月 日 昭和 ・ 平成        年   月   日生 

保
護
者 

現 住 所 
〒 

 

電 話 番 号 （     ）    －       本人との続柄  

 

県立盲学校志望学科 第 1 志望  第 2 志望  

産業科に合格しなかった場合に 

出願を希望する県立特別支援学校名 青森県立                        学校 

 

入学を希望する理由 

（詳細を記入のこと。） 
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特様式第 4号（用紙� 4判 縦型） 

 受検番号 ＊ 

＊この欄は学校が記入する。 

 

青森県立特別支援学校高等部出願承認申請書 
 

令和  年   月   日 

 

青森県教育委員会教育長 殿 

 ふりがな 

本 人 氏名  

ふりがな  

保護者 氏名  

 

青森県立          学校高等部に出願したいので、承認してください。 

 

本

人 

現 住 所 
〒 

 

在学（出身）学校           立                学校 

卒業（見込）年月日  平成 ・ 令和    年    月    日   卒業（見込） 

生 年 月 日 昭和 ・ 平成        年   月   日生 

保
護
者 

現 住 所 
〒 

 

電 話 番 号 （     ）    －       本人との続柄  

 

県立盲学校志望学科 第 1 志望  第 2 志望  

産業科に合格しなかった場合に 

出願を希望する県立特別支援学校名 青森県立                        学校 

 

入学を希望する理由 

（詳細を記入のこと。） 
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特様式第 5号（用紙Ａ 4判 縦型） 

令和  年   月   日 

 

青森県教育委員会教育長 殿 

 

 

青森県立               学校 

校 長                  印 

 

 

 

 

高等部入学者選抜の結果について（報告） 

 

 

このことについて、下記のとおり報告します。 

 

 

記 

 

 

学 科 名 性別 出願者数 受検者数 合格者数 備 考 

 男     

女     

計     

 男     

女     

計     

計 

男     

女     

計     

 

＊ 高等部出願者及び合格者の名簿を添付すること。 



―　60　―
- 60 - 

 

特様式第 6号（用紙Ａ 4判 縦型） 

 
令和 4 年度青森県立特別支援学校高等部産業科 

入学者選抜追検査受検希望届 
 

令和  年  月  日 
 
青森県立            学校長 殿 

 
 
  この度、本校生徒（卒業生）である               は 

（出 願 者 氏 名） 

 
                              を理由に、 

 
貴校の令和 4年度入学者選抜本検査を欠席しました。 

 
  ついては、追検査の受検を希望しますので、よろしくお願いします。 
 

受 検 番 号      番 

出願者氏名   

在籍（出身）中学校又は在籍（出身）特別支援学校 

     立            学校 

         

        校  長                   

 
 

 
注 1  出願者の在籍（出身）中学校等の校長は、出願先の県立特別支援学校の校長に 

2月 4日（金）午後 2時までに電話で出願者の氏名及び受検番号を連絡し、併せ

て「追検査受検希望届」を作成し、ＦＡＸで送信した上で、郵送すること。  

印 
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特様式第 6号（用紙Ａ 4判 縦型） 

 
令和 4 年度青森県立特別支援学校高等部産業科 

入学者選抜追検査受検希望届 
 

令和  年  月  日 
 
青森県立            学校長 殿 

 
 
  この度、本校生徒（卒業生）である               は 

（出 願 者 氏 名） 

 
                              を理由に、 

 
貴校の令和 4年度入学者選抜本検査を欠席しました。 

 
  ついては、追検査の受検を希望しますので、よろしくお願いします。 
 

受 検 番 号      番 

出願者氏名   

在籍（出身）中学校又は在籍（出身）特別支援学校 

     立            学校 

         

        校  長                   

 
 

 
注 1  出願者の在籍（出身）中学校等の校長は、出願先の県立特別支援学校の校長に 

2月 4日（金）午後 2時までに電話で出願者の氏名及び受検番号を連絡し、併せ

て「追検査受検希望届」を作成し、ＦＡＸで送信した上で、郵送すること。  

印 
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東日本大震災等により被災した青森県以外の中学校に 

在籍する生徒の青森県立高等学校出願について 

 

生徒及び保護者は、事実上就学している中学校（以下「就学中学校」という。）に青

森県立高等学校入学者選抜への出願の意志を伝えてください。なお、詳細については青森

県教育庁学校教育課にお問い合わせください。具体的な手続は次のとおりです。 

 

1  青森県内の中学校に事実上就学している場合 

(1) 調査書の作成等 

就学中学校は、青森県教育庁学校教育課に連絡するとともに、生徒が在籍する   

中学校（以下「在籍中学校」という。）に調査書の作成を依頼してください。ま   

た、就学中学校は、「東日本大震災等により被災した生徒の青森県立高等学校出願   

について（様式第17号）」により、当該生徒が他都道府県の公立高等学校に出願   

しないことを確認してください。 

(2) 出願 

就学中学校を通じ、出願してください。また、入学願書の「在学（出身）中学校」

の欄に就学中学校名を記載し、（ ）を付して在籍中学校名を併記してください。 

(3) 成績一覧表 

就学中学校が作成する成績一覧表には当該生徒を含めないこととします。 

 

2  青森県以外の中学校に在籍かつ就学している場合 

この要項 4ページの 5 他都道府県等の出願(2)によります。 

 

3  青森県以外の中学校に在籍し、在籍中学校と異なる中学校に事実上就学している  

場合 

(1) 出願承認申請 

生徒及び保護者は、この要項 4ページの 5 他都道府県等の出願(2)により、就学中

学校を通じ、出願承認申請の手続を行ってください。その際、本人及び保護者が作成

する「青森県立高等学校出願承認申請書（様式第11号）」の「在学（出身）学校」の

欄には、上側に就学中学校名を記載し、下側に（ ）を付して在籍中学校名を併記し

てください。 

(2) 調査書の作成 

就学中学校は、在籍中学校に調査書の作成を依頼してください。 

(3) 出願 

出願承認申請を受けて青森県教育委員会が発行する「青森県立高等学校出願承認書」

を添えて、就学中学校を通じ、出願してください。また、入学願書の「在学（出身）

中学校」の欄に就学中学校名を記載し、（ ）を付して在籍中学校名を併記してくだ

さい。 

(4) 成績一覧表 

当該都道府県の成績一覧表作成の方法によります。 
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様式第17号（用紙Ａ 4判 縦型） 

 

                                                

令和  年  月  日  

 

 

 （事実上の就学を行っている中学校長） 殿 

 

 

（在籍する中学校） 

校長            印 

 

 

東日本大震災等により被災した生徒の青森県立高等学校出願について 

 

 

本校に在籍している下記生徒は、青森県立高等学校以外の公立高等学校に出願しない

ことを確認しました。 

 

 

記 

 

 

本 人 氏 名 

 

 

保護者氏名 

        

 



- 62 - 

様式第17号（用紙Ａ 4判 縦型） 

 

                                                

令和  年  月  日  

 

 

 （事実上の就学を行っている中学校長） 殿 

 

 

（在籍する中学校） 

校長            印 

 

 

東日本大震災等により被災した生徒の青森県立高等学校出願について 

 

 

本校に在籍している下記生徒は、青森県立高等学校以外の公立高等学校に出願しない

ことを確認しました。 

 

 

記 

 

 

本 人 氏 名 

 

 

保護者氏名 

        

 

県　立　学　校　一　覧

県立高等学校　全日制の課程

No. 学　校　名 No. 学　校　名

1 青森高等学校 15 弘前高等学校

2 青森西高等学校 16 弘前中央高等学校

3 青森東高等学校 17 弘前南高等学校

6 青森中央高等学校

7 浪岡高等学校

11 木造高等学校　

12 鰺ヶ沢高等学校

22 三本木高等学校

23 三沢高等学校

24 野辺地高等学校

25 七戸高等学校

普 通 科

情報デザイン科

青森工業高等学校

総 合 学 科

10

学　科

9 青森商業高等学校

普 通 科

五所川原高等学校

建 築 科

都 市 環 境 科

商 業 科

8

情 報 処 理 科

電 気 科

電 子 科

情 報 技 術 科

21

（付表 1 ）

4 青森北高等学校

5 青森南高等学校

建 築 科

商 業 科

20

18 黒石高等学校

19 柏木農業高等学校

弘前実業高等学校

電 子 科

情 報 技 術 科
弘前工業高等学校

理 数 科

普 通 科

普 通 科

看 護 科

生 物 生 産 科

環 境 工 学 科

土 木 科

普 通 科

外 国 語 科

食 品 科 学 科

生 活 科 学 科

機 械 科

電 気 科

情 報 処 理 科

家 庭 科 学 科

服飾デザイン科

生 物 生 産 科

森 林 科 学 科

環 境 土 木 科

学　科

普 通 科

普 通 科

普 通 科

普 通 科

スポーツ科学科

総 合 学 科

普 通 科

機 械 科

普 通 科

食 品 科 学 科

普 通 科 スポーツ科学科

普 通 科

普 通 科機 械 科

電 子 機 械 科

電 気 科

13 五所川原工科高等学校

14 五所川原農林高等学校

普 通 科

総 合 学 科

普 通 科



No. 学　校　名 No. 学　校　名

27 六ヶ所高等学校

31 田名部高等学校

32 大湊高等学校

33 大間高等学校

35 八戸高等学校

37 八戸北高等学校

39 三戸高等学校

学　科

36 八戸東高等学校

機 械 科

電 気 科

設備・ｴﾈﾙｷﾞｰ科

三本木農業恵拓高等学校28

材 料 技 術 科

商 業 科

38

三沢商業高等学校
商 業 科

八戸西高等学校
普 通 科

植 物 科 学 科

食 品 科 学 科

情 報 処 理 科

普 通 科

総 合 学 科

スポーツ科学科

八戸水産高等学校

情 報 処 理 科

生 物 生 産 科

建 築 科

機械・ｴﾈﾙｷﾞｰ科

電 気 科

動 物 科 学 科

普 通 科

普 通 科

普 通 科

表 現 科

普 通 科

41

水 産 工 学 科

八戸工業高等学校42

環境システム科

海 洋 生 産 科

水 産 食 品 科

43 八戸商業高等学校

34 むつ工業高等学校

百石高等学校26
普 通 科

環 境 工 学 科

十和田工業高等学校

普 通 科

29

30

電 子 科

40 名久井農業高等学校

普 通 科

土 木 科

建 築 科

普 通 科

機 械 科

食 物 調 理 科

電 子 科

電 気 科

学　科



県立高等学校　定時制の課程

　　　　　

No. 学　校　名 No. 学　校　名

47 三沢高等学校

48 田名部高等学校

45 五所川原高等学校

県立高等学校　通信制の課程

No. 学　校　名

50 北斗高等学校

51 尾上総合高等学校

52 八戸中央高等学校

県立特別支援学校　高等部

No. 学　校　名 No. 学　校　名

8 弘前第一養護学校

9 弘前第二養護学校

10 八戸第一養護学校

2 青森聾学校

3 青森第二養護学校

4 青森第一高等養護学校 12 森田養護学校

5 青森第二高等養護学校 13 黒石養護学校

6 青森若葉養護学校 14 七戸養護学校

7 浪岡養護学校 15 むつ養護学校

(注)募集人員は、令和 3 年10月下旬に発表する予定です。

産 業 科

総合学科（Ⅲ部）

学　科

普 通 科

普 通 科

総合学科（Ⅰ部）

11 八戸高等支援学校

普 通 科

普 通 科

学　科

普 通 科

普 通 科

保 健 理 療 科

理療科（専攻科）

普 通 科

普 通 科

普 通 科

1 県立盲学校

44

学科（部）

普通科（午前部）

学　科

普 通 科

46 尾上総合高等学校

北斗高等学校 普通科（午後部）

普通科（夜間部）

普 通 科

総合学科（Ⅱ部）

49 八戸中央高等学校

学科（部）

普 通 科

普 通 科

普通科（午前部）

普通科（午後部）

普通科（夜間部）

普 通 科

普 通 科

普 通 科

普 通 科

普 通 科

普 通 科

普 通 科

産 業 科



（付表 2 ）

区
分

番
号

期日(曜日) 事　　　　　項 提出・報告者 提出・報告先 方法・様式

1
10． 5(火)

10．12(火)
出願用紙申込 中学校長 教育事務所長 様式第 4 号

2 10．18(月) 出願用紙所要枚数報告締切 教育事務所長
県教育庁
学校教育課長

様式第 5 号

県教育庁
学校教育課長

教育事務所長

教育事務所長 中学校長

4 11．10(水)

5 11．11(木)
進路志望状況調査（第 1 次調査）結果
報告

中学校長
県教育庁
教育政策課長

電子メール

6 12． 9(木)

7 12．10(金)
進路志望状況調査（第 2 次調査）結果
報告

中学校長
県教育庁
教育政策課長

電子メール

教育事務所長

県教育庁
学校教育課長

9  1．24(月)
青森県立高等学校出願承認申請書
提出締切

中学校長
県教育庁
学校教育課長

様式第11号、第
12号

10
 2．15(火)

 2．21(月)
入学願書等提出 中学校長 県立高等学校長

様式第 1 号、第 2
号、第 3 号、第 6
号

11  2．21(月) 出願者数等報告 県立高等学校長
県教育庁
学校教育課長

電話及び電子
メール

12
 2．15(火)

 2．24(木)
受検票等の返送 県立高等学校長 中学校長

13  2．28(月)
出願先変更承認後の入学願書等提出
締切

中学校長 県立高等学校長 選抜要項 7 の(1)

14  3． 8(火)

15  3． 8(火) 入学者選抜欠席者数等報告 県立高等学校長
県教育庁
学校教育課長

様式第15号

16  3． 9(水) 中学校長 県立高等学校長
電話及び様式16
号

17  3． 9(水) 県立高等学校長
県教育庁
学校教育課長

電話

18  3．14(月)

19  3．14(月) 追検査欠席者数等報告 県立高等学校長
県教育庁
学校教育課長

様式第15号の 2

20  3．16(水) 合格者発表 県立高等学校長 中学校長 掲示、文書

21  3．16(水) 選抜結果等報告 県立高等学校長
県教育庁
学校教育課長

電話及び電子
メール

22  3．25(金) 選抜結果報告締切 県立高等学校長
県教育庁
学校教育課長

文書（別途通
知）

青森県立高等学校入学者選抜関係提出・報告事項等一覧

進　路　志　望　状　況　調　査　（　第　1　次　調　査　）

出
　
　
願
　
　
以
　
　
前

10．22(金)

11． 4(木)
出願用紙交付3

進　路　志　望　状　況　調　査　（　第　2　次　調　査　）

様式第 6 号

入
　
　
学
　
　
者
　
　
選
　
　
抜

中学校長8  1．11(火) 成績一覧表提出

入　学　者　選　抜　学　力　検　査　等　実　施

入　学　者　選　抜　追　検　査　実　施

追検査希望者数報告



区
分

番
号

期日(曜日) 事　　　　　項 提出・報告者 提出・報告先 方法・様式

23
 3．17(木)

 3．18(金)
再募集入学願書等提出 中学校長 県立高等学校長

様式第 1 号の 2 、
第 2 号、第 8 号

24  3．18(金) 再募集出願者数等報告 県立高等学校長
県教育庁
学校教育課長

電話及び電子
メール

25  3．22(火)

26  3．22(火) 再募集欠席者数等報告 県立高等学校長
県教育庁
学校教育課長

様式第15号の 3

27  3．23(水) 再募集合格者発表 県立高等学校長 中学校長 掲示、文書

28  3．23(水) 再募集選抜結果等報告 県立高等学校長
県教育庁
学校教育課長

電話及び電子
メール

30  3．25(金) 再募集選抜結果報告締切 県立高等学校長
県教育庁
学校教育課長

文書（別途通
知）

31  3．25(金) 合格者数報告締切 県立高等学校長
県教育庁
学校教育課長

様式第 9 号

32  4．11(月) 入学者数報告締切 県立高等学校長
県教育庁
高等学校教育改革
推進室長

様式第10号、第
10号の 2 、第10号
の 3

33
 3． 2(水)

 3．25(金)
通信制課程入学願書等提出 中学校長 県立高等学校長

通様式第 1 号、調
査書

34  4． 8(金) 合格者発表 県立高等学校長
出願者及び
中学校長

文書

35  4．11(月) 通信制課程合格者数報告締切 県立高等学校長
県教育庁
学校教育課長

通様式第 2 号

再
　
　
募
　
　
集

選
抜
実
施
後

再　募　集　学　力　検　査　等　実　施

通
信
制
関
係
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 （付表 3） 



各　教　育　事　務　所　住　所　等　一　覧

〒030-0861

青森市長島一丁目1-1 〔電話 017-734-9956〕

〒037-0046

五所川原市栄町10 〔電話 0173-34-2111　内線 297〕

〒036-8345

弘前市蔵主町4 〔電話 0172-32-1137〕

〒039-2593

上北郡七戸町字蛇坂55-1 〔電話 0176-62-2128〕

〒035-0073

むつ市中央一丁目1-8 〔電話 0175-22-8581　内線 301〕

〒039-1101

八戸市尻内町字鴨田7 〔電話 0178-27-5111　内線 272〕

　　出願等に関する問合せ先

　　　 青森県教育庁学校教育課

　　　　（高等学校入学者選抜に関すること）　　　　　　電話 017-734-9883

　　　　（特別支援学校高等部入学者選抜に関すること）　電話 017-734-9882

　 　　〒030-8540　青森市長島一丁目1-1

三八教育事務所

東青教育事務所

西北教育事務所

中南教育事務所

上北教育事務所

下北教育事務所






